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そ
う
し
た
中
、
田
原
市
で
は
新
た
に
教
職

員
の
ほ
か
に
地
域
の
人
々
が
学
校
教
育
へ
参
加

す
る
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

ま
た
本
年
度
か
ら
、
教
育
活
動
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
配
置

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
よ
う
な
活
動
の
取

り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
力
強
く
生
き
抜
い
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
た
く
ま
し
い
子
ど

も
に
育
っ
て
欲
し
い
。
こ
れ
は
、
す
べ
て
の
親

の
願
い
だ
と
思
い
ま
す
。
情
報
の
氾は

ん
ら
ん濫

や
価
値

観
の
多
様
化
な
ど
、
急
激
な
社
会
の
変
化
が
進

む
今
日
。
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
に
子

ど
も
た
ち
を
支
え
て
あ
げ
る
べ
き
な
の
で
し
ょ

う
か
。

   

子
ど
も
た
ち
は
も
と
も
と
、
一
人
ひ
と
り
自

ら
伸
び
よ
う
と
す
る
芽
を
持
っ
て
い
ま
す
。
各

小
中
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
個
性
を
し
っ

か
り
と
伸
ば
す
た
め
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
を
育は

ぐ
くむ

た
め
の
教

育
の
場
作
り
は
、
新
し
い
局
面
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
学
校
だ
け
で
は
な
く
、
家
庭
や

地
域
と
も
手
を
取
り
合
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
育
ん

で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

学
校
は
、今
・・・

学
校
は
、今
・・・

地
域
に
支
え
ら
れ
た
教
育
へ

教育活動支援員
低学年の児童を学校生活に適応
できるよう手助けし、児童が落
ち着いて学習に取り組むことが
できるように支援します。

教育活動コーディネーター
幼稚園・保育園、小・中学校との
間で子どもたちの情報交換を行
い、スムーズな〝育ち〟を支援します。

スクールアシスタント
地域の専門的な知識や技能を持
つ人に協力を依頼し、特色ある
学校づくりを推進します。

心の教室相談員

学校図書館司書
子どもたちが楽しく本を読むこ
とができる学校図書館にします。

特集
SCH　　L
Rep　rt 　

教育活動を支える人々

▲ジョージタウン中学生と一緒に

スクールカウンセラー
いじめや不登校、学校生活などに
関する相談を受け、児童・生徒の悩
みの解消などを図ります。
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地
域
に
は
、豊
か
な
自
然
や
、す
ば
ら
し
い
知
恵
や
技
能
を
持
っ
て

い
る
人
が
い
ま
す
。学
校
で
は
、地
域
の
良
さ
を
活い

か
し
て
、子
ど

も
た
ち
が
生
き
生
き
と
活
動
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

▼
指
導
課
☎
23
局
３
６
７
９

　伊良湖岬中学校で、伊良湖のお土産商品開発
をテーマとした授業に講師として参加しまし
た。生徒たちが地元の食材を積極的に使おうと
する考え方に共感を覚えました。また、ユニー
クな商品も多く、有意義な体験でした。
　この学習を通じ、将来渥美半島について前向き
に考える若者が一人でも多く社会に出てくれるこ
とを願っています。（伊良湖岬中学校　間瀬さん）

スクールアシスタント
VoiceVoice

学校図書館司書

　子どもと本の間に入り、直接本を手渡せるこ
とにやりがいを感じています。本という肥やし
で、心の糧を少しでも蓄えながら成長していっ
てほしいと思います。（佐々木さん）

Voice
楽しい田植え

　私は、田植えをすることが好きなので、毎年と
ても楽しみです。
　田んぼの土は、たまにヒルがいたり、クモがい
たりするので少し怖いけど、ドロドロしていてす
ごく気持ちいいです。
　ＰＴＡの皆さんやスクールアシスタントの福
井さんが田植えの準備をしてくださり、植える時
のコツを教えてくれました。（若戸小５年生）

Voice
教育活動支援員

　「お家ごっこする？」と子どもから誘われます。
そんな時の子どもの目はキラキラ輝いていてう
れしそうです。ゆっくりと流れる子どもとの時
間。大切にしなければならないものが最近見え
てきました。（福江小学校　田口さん）

活
動
活
動
の
よ
う
す

よ
う
す

　

私
た
ち
は
、幼
稚
園
、保
育
園
、小
学
校
、中
学
校

を
回
り
、現
場
で
保
育
士
、教
師
の
が
ん
ば
る
姿
を

目
に
し
て
い
ま
す
。幼
・
保
・
小
の
連
携
を
し
て
い

る
地
域
で
は
、さ
つ
ま
い
も
植
え
、生
活
科
の
発
表

な
ど
、児
童
と
園
児
の
交
流
が
あ
り
ま
す
。子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
見
る
こ
と
が
で
き
、と
て
も
う
れ

し
い
と
い
う
保
育
士
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

ま
た
、相
互
に
授
業
参
観
し
共
通
理
解
を
得
る
こ

と
で
、指
導
の
参
考
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

学
校
で
は
、教
育
活
動
支
援
員
や
ス
ク
ー
ル
ア

シ
ス
タ
ン
ト
な
ど
多
く
の
人
々
が
、よ
り
良
い
教

育
環
境
を
目
指
し
、協
力
し
合
っ
て
い
ま
す
。教
育

に
は
多
く
の
人
が
必
要
で
あ
り
、時
間
が
か
か
る

こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

（
写
真
左
か
ら
宮
川
さ
ん
、齋
藤
さ
ん
、下
田
さ
ん
）

教
育
活
動

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

V
oice

　

学
校
は
、保
護
者
や
地
域
の
人
々
の
支
え
の

中
で
、子
ど
も
た
ち
を
よ
り
良
く
育
ん
で
い
き

ま
す
。皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

こえこえ

こえ

こえ

こ
え

Voice
心の教室相談員

こえ

　いろいろな学級に顔を出し、生徒たちと雑談
をしながら日々の出来事や悩みを聞いていま
す。聞くことで、少しでも生徒たちの心が晴れて
くれるとうれしいです。（東部中学校　浅野さん）
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■
日
時

　

８
月
16
日（
土
）

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

　
（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

■
場
所

　

田
原
文
化
会
館

　

２
０
１
〜
２
０
３
会
議
室

■
演
題

　
「
働
く
・
食
べ
る
・
読
む
・
学
ぶ
」

　

テ
レ
ビ
の
世
界
で
活
躍
中
の
お

二
人
が
考
え
る「
仕
事
」に
つ
い

て
、節
目
の
決
断
な
ど
に
つ
い

て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

■
定
員

　

80
名

■
入
場
料

　

無
料（
整
理
券
が
必
要
）

■
申
込
み

　

８
月
２
日（
土
）午
前
10
時
か

ら
、中
央
図
書
館
で
整
理
券
を

配
布
。お
一
人
２
枚
ま
で

　

※
先
着
順
。取
り
置
き
不
可
。

▼
中
央
図
書
館

5
23
局
４
９
４
６

　

23
局
４
６
４
６

自
分
の
働
く
未
来
を
設
計
す

る
こ
と
を「
キ
ャ
リ
ア
・
デ

ザ
イ
ン
」と
い
い
ま
す
。田
原
市
図

書
館
で
は
、こ
の「
キ
ャ
リ
ア
・
デ

ザ
イ
ン
」を
テ
ー
マ
と
し
た
連
続

講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
21
日（
土
）の
第
１
回
講
座

（
講
師
：
鈴
木
克
幸
田
原
市
長
）に

続
き
、第
２
回
講
座
に
は
、田
原
市

出
身
の
タ
レ
ン
ト
、オ
ア
シ
ズ
の

お
二
人（
光
浦
靖
子
さ
ん
・
大
久
保

佳
代
子
さ
ん
）を
お
招
き
し
ま
す
。

停
を
結
ぶ「
八
王
子
線
」を
実
証
運

行
し
ま
す
。

▼
運
行
期
間
＝
８
月
１
日（
金
）

〜
10
月
31
日（
金
）　

▼
バ
ス
停
＝

サ
ン
テ
パ
ル
ク
・
芦
・
前
畑
・
西

山
・
八
王
子
・
村
松
・
石
神（
７

か
所
）　

▼
運
行
本
数
＝
１
日
10

便
（
上
り
・
下
り
各
５
便
）　

▼

運
賃
＝
１
乗
車
１
０
０
円
（
小
学

生
以
下
無
料
）　

■
増
便
（
西
浦
循
環
線
）

　

西
浦
循
環
線（
土
・
日
運
行
）

を
、８
月
２
日（
土
）か
ら
１
便
増

便
し
ま
す
。こ
れ
に
伴
い
、田
原
駅

発
の
発
車
時
間
を
次
の
と
お
り
変

更
し
ま
す
。

※
西
浦
循
環
線
の
運
行
は
土
・
日
の
み

▼
総
務
課

5
23
局
３
５
０
４

　

23
局
０
１
８
０

市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
欠

か
せ
な
い「
足
」と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
ぐ
る
り
ん
バ
ス
。

今
回
、路
線
バ
ス
を
含
め
た
バ
ス

利
用
者
の
実
態
を
調
査
し
、最
適

な
地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
考

え
る
た
め
の
実
証
運
行
と
、混
雑

地
域
で
の
増
便
を
行
い
ま
す
。

■
実
証
運
行
（
八
王
子
・
村
松
）

　

サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
と
、豊

鉄
バ
ス
伊
良
湖
本
線
・
石
神
バ
ス

1
ぐ
る
り
ん
バ
ス

実
証
運
行
と
増
便
の
お
知
ら
せ

2
人
生
を
デ
ザ
イ
ン
！

オ
ア
シ
ズ
の
お
二
人
に
学
ぼ
う

▲光浦さん（左）と大久保さん（右）

人力舎

新 旧

13:15 13:10

17:15 17:17

18:15 18:17

19:00 19:10

20:00
（増便）

―

［八王子線路線図］
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今年の夏も、世界のプロサーファーが赤羽根の海に集結！
トッププロが繰り出す、世界最高峰の技はもちろん、
華やかな会場の雰囲気を、ぜひお楽しみください。
開催期間●７月29日（火）～８月３日（日）
開催場所●赤羽根大石海岸（太平洋ロングビーチ）
　　　　　赤羽根西海岸（ロコポイント）
　　　　　※当日の波の状況で会場が決定します。

●問い合わせ　田原市観光協会（商工観光課内）523局3516

②

　大会当日は多くの観客が訪れるため、
会場付近は主催団体が交通の自主規
制を行います。ご迷惑をおかけします
が、ご協力をよろしくお願いします。
　また、8月2日（土）・3日（日）には、市役
所赤羽根支所-赤羽根文化広場-大会
会場をつなぐ無料シャトルバスを運
行しますので、ご利用ください。

ロングビーチ（メイン会場）

ロコ（サブ会場）

交通自主規制のお願い

至
伊
良
湖

●市役所赤羽根支所

食堂●

●
酒店

※自主規制
　一方通行

※自主規制
　住民専用道路につき
　進入禁止

※自主規制
　一方通行

大石
至
豊
橋

2

2
3
4 5

6

7

8

9
10

1

3

4
1

P
赤羽根文化広場

赤羽根支所前

赤羽根漁港前

P 42

42

P

P
PP

P

P P P

至
豊
橋

至
伊
良
湖

夏休みの親子向けイベントです。楽しくってためになる催しをたくさんご用意してお待ちしています。
当日は「田原リサイクルセンター炭生館」において、３周年フェアも開催します。

皆さん、お誘い合わせのうえ、お出かけください。

ためになるね～

日時　7月27日［日］　午前９時30分～午後4時
場所　田原文化会館一帯
内容　◎たはらエコエネルギーフェスタ
　　　　（省エネ・新エネなどの展示、太陽光・風力発電などの企業ブース、
　　　　  エコクイズ、自転車普及促進イベント、マイバック普及イベント）
　　　◎環境映画上映会『アース』
　　　　（地球上の生命の神秘に迫るドキュメンタリー）
　　　◎あいちエコチャレンジ21
　　　　（地球温暖化をテーマとする出展・実験・ゲームなど）
　　　◎各種お楽しみイベント
　　　　（設楽町物産展、五平餅づくり教室、食品と暮らしの安全安心なん
　　　　でも相談コーナー、どんぐり工房、本のガレージセール、菜の花エ
　　　　コの紹介、廃食油石けんの作り方教室、子ども工作教室、親子省エ
　　　　ネ教室、牛乳パックで小物作り、マイ箸運動ほか）
　　　※詳しくは、新聞折込みチラシでお知らせします。

　　　●問い合わせ　エコエネ推進室523局7401

ためになるよ～

肉や野菜が私たちの食卓に並ぶ
過程に迫るドキュメンタリー映
画の上映会です。世界中の映画
祭で大反響を呼んだ作品です。

『いのちの食べかた』
日時　７月26日（土）午後７時
場所　田原文化会館文化ホール
入場　無料（要整理券）

※７月５日（土）午前９時から、
田原・赤羽根・渥美の各文化会館
で整理券を配布します。

【PG-12】小学生以下の鑑賞に
は、保護者の同伴が必要です。

「食」と「命」を見つめる

│ 5 │　　　　　　　　　　平成20年7月1日
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●対象
・中学3年生（満15歳に達した最初の３月31日）まで

●内容
医療保険における自己負担額を助成します。

●申請に必要なもの
保険証（加入手続き中のときは証明書）、印鑑

●対象
・国民健康保険に加入している70歳以上の方で、後期高齢者医療被保険者証  
をお持ちでない方

●内容
医療を受けたとき、自己負担が１割（現役並みに所得がある方は３割）にな
ります。

●発行について
該当者へ誕生月に郵送します。

田原市では、市民の皆さんが医療機関にかかるときの費用の
負担を軽くして、安心して医療サービスを受けていただける
よう、さまざまな助成制度を設けています。詳しくはお問い
合わせください。

◉保険年金課　国保年金係 ☎23局2149
医　療　係 ☎23局3514

◉国民健康保険高齢受給者証をお持ちの方には、７月31日（木）までに新し
い受給者証を郵送します。

◉母子家庭等医療費受給者証をお持ちの方は、受給者証が７月31日（木）で
期限切れとなります。更新申請がお済みでない方は、大至急手続きをし
てください。対象になると思われる方で、通知が届かない場合はお問い
合わせください。

◉障害者医療費受給者証をお持ちの方は、３年に一度の更新があります。

◉子ども医療費助成

◉国民健康保険　高齢者医療費給付

平成20年7月1日 　  　　　　　　　　│ 6 │
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医療費の助成制度

●対象
・母子家庭（父に重度の障害がある家庭を含む）で18歳以下（18歳に達した日
の属する年度の末日まで。以下同じ）の児童を養育する母および児童
・父子家庭（母に重度の障害がある家庭を含む）で18歳以下の児童を養育す
る父および児童
・父母のいない18歳以下の児童　　　※所得制限があります
●内容
医療保険における自己負担額を助成します。
●申請に必要なもの
保険証、印鑑、転入者の場合は所得証明書

●対象
・１～３級の身体障害者手帳所持者（腎臓機能障害は１～４級、進行性筋萎縮症
は１～６級の方）
・Ａ・Ｂ判定の療育手帳所持者
・自閉症状群と診断されている方
●内容
医療保険における自己負担額を助成します。
●申請に必要なもの
保険証、印鑑、それぞれの手帳（自閉症状群については、自閉症の診療経験が
ある医師の発行する診断書）

●対象
・精神障害と診断され、自立支援医療（精神通院）を受けている方
・精神障害と診断され、入院している方（措置入院の方は除く）
●内容
精神障害治療に必要な次の費用を助成します。
【通院】 医療費の自己負担額
【入院】 医療費の自己負担額の半額（精神障害者保健福祉手帳１・２級所持者は全額）
●申請に必要なもの
【通院】 保険証、印鑑、自立支援医療受給者証
【入院】 保険証、印鑑、診断書（精神障害者保健福祉手帳）

子ども（乳幼児）医療費受給者（児童が平成14年４月２日から平成20年
４月１日に生まれた方）、障害者医療費受給者、母子家庭等医療費受

給者の方で、福祉給付金支払証明書をお持ちの方は、市役所保険年金課また
は赤羽根・渥美各支所の市民生活課で福祉給付金の申請を行ってください。

◉必要な書類
福祉給付金支払証明書（オレンジ色）または入院時の医療機関の領収書、
印鑑、通帳など振込先のわかるもの（郵便局以外）

◉母子家庭等医療費助成

◉障害者医療費助成

◉精神障害者医療費助成

※
８
月
１
日
か
ら
印
刷
は
緑
色

※
見
本
は
通
院
の
も
の
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歳出 予算現額 375億9,186万円
支出済額 297億2,281万円

執行率
79.1%

予算現額　2億  113万円

支出済額　1億9,163万円

81億4,468万円

72億8,724万円

58億4,288万円

51億8,190万円

29億  993万円

18億9,912万円

3,479万円

3,339万円

35億1,950万円

19億8,717万円

8億3,345万円

7億5,518万円

68億5,712万円

41億2,723万円

16億  418万円

13億1,146万円

41億5,516万円

34億7,245万円

0万円

0万円

1,000万円

0万円

05101520253060 35・・・・・・

34億7,600万円

34億7,900万円

（億円）

執行率 95.3％

89.5％

88.7％

65.3％

96.0％

56.5％

90.6％

60.2％

81.8％

83.6％

0.0％

99.9％

0.0％

議 会 費
　
総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

そ の 他

議会の活動に要する経費

選挙、コミュニティ、戸籍、庁舎の維持管理などに要する経費

児童、高齢者、障害者などを対象とした福祉事業に要する経費

保健事業や環境保全、ごみ処理などに要する経費

失業対策や勤労者のための各種施設の設置・管理などに要する経費

農業、畜産、水産業、林業、緑化の振興に要する経費

商工業や観光の振興に要する経費

道路、公園、河川の整備、街づくりなどに要する経費

火災予防や防火活動、防災活動、救急救助活動などに要する経費

学校、生涯学習、図書館、博物館、スポーツ・文化振興などに要する経費

災害によって生じた被害の復旧に要する経費

市債として借りたお金に利子をつけて返済するための経費

上記以外のものに要する経費

　田原市では、市の家計簿である財政の状況を、上半期と下半期に分けて、年２回公表しています。今回は平成19
年下半期（平成20年３月まで）の予算執行状況などをお知らせします。なお、表中の金額は１万円未満が切り捨て
のため、合計などに多少のずれが生じています。　 ▼財政課5２３局３８１８

■一般会計

■借入金の状況 ■市有財産
財産 内容 面積・金額

土地 公園や施設の敷地 ３１４万９，２５２㎡

建物 市役所・学校など ３７万６，８８４㎡

基金 財政調整基金など １０９億８，０１１万円

出資による権利 （財）崋山会 ４億４，３５２万円

有価証券 株券 １３万５，７５０株

一般会計
255億2,145万円

特別会計
123億4,928万円

教育債
56億6,527万円

土木債
32億3,261万円

その他（衛生債・民生債など）
166億2,357万円

公共下水道事業特別会計
97億9,980万円

農業集落排水事業特別会計
25億4,947万円

総額●378億7,073万円

【借入金】多額の経費を必
要とする事業を行う場合
に、国などから借りるお
金のこと。
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会計 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率
給食センター給食費特別会計 ２億９，９９４万円 ２億６，７１６万円 ８９．１％ ２億５，７０３万円 ８５．７％
老人保健医療特別会計 ５１億３，７３４万円 ４９億　 ９８７万円 ９５．６％ ４６億５，３２１万円 ９０．６％
国民健康保険特別会計 ７３億３，１７９万円 ６９億６，６６１万円 ９５．０％ ６７億７，４４０万円 ９２．４％
公共下水道事業特別会計 １９億　　 ６０万円 ７億３，０５２万円 ３８．４％ １１億４，３１４万円 ６０．１％
農業集落排水事業特別会計 １０億　　 ８２万円 ４億２，７０３万円 ４２．７％ ４億８，６１１万円 ４８．６％
田原福祉専門学校特別会計 １億５，９２６万円 １億２，３７６万円 ７７．７％ １億４，８０７万円 ９３．０％
介護保険特別会計 ３２億１，５６５万円 ２８億９，６９４万円 ９０．１％ ２８億２，０６９万円 ８７．７％
中心市街地商業等活性化事業特別会計 ２，５８４万円 １０８万円 ４．２％ １，７１９万円 ６６．５％

合計 １９０億７，１２７万円 １６３億２，３００万円 ８５．６％ １６２億９，９８７万円 ８５．５％

予算現額　221億4,530万円

収入済額　222億4,192万円

19億9,563万円

19億3,124万円

27億9,163万円

27億8,428万円

4億1,925万円

3億7,923万円

4億4,036万円

4億2,828万円

26億3,312万円

23億2,298万円

24億2,796万円

12億7,743万円

9,736万円

2億3,598万円

9億8,293万円

9億8,228万円

1億3,011万円

1億2,495万円

19億3,784万円

19億3,784万円

3億9,834万円

4億6,449万円

11億9,200万円

0万円

市 税

地方譲与税等

地 方 交 付 税

分担金・負担金

使用料手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

市 債

2001501000 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20（億円）

収入率

歳入 予算現額 375億9,186万円
収入済額 351億1,095万円

収入率
93.4%

100.4％

96.8％

99.7％

90.5％

97.3％

88.2％

52.6％

242.4％

99.9％

96.0％

100.0％

116.6％

0.0％

市民税や固定資産税など市民の皆さんから納付していただいたお金

国の税収入の中から一定の基準により市に配分されたお金

市の財政状況に応じて国から交付されたお金

市が行う事業に関して利益を受ける方から納められたお金

市が所有または管理している施設を利用するとき納付されたお金

市が行う特定の事業に対して国から交付された負担金や補助金

市が行う特定の事業に対して県から交付された負担金や補助金

市が所有する財産を貸付け・出資・売払いしたことによって生じたお金

市民や団体、事業者の方からいただいたお金

特別会計や基金から一般会計に繰り入れたお金

前年度の決算で生じた繰越金

ほかの収入科目に含まれない預金利子や貸付金返済金、雑入などのお金

市が大きな事業などを行うために国や金融機関から借り入れたお金

財政状況を公表します

■特別会計

■一般会計

平成19年度
下 半 期
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～田原市博物館名品選

午前９時～午後５時

平成20年夏の企画展　田原市誕生５周年

「痩馬図」渡辺崋山
やせうまず

「関帝像」渡辺崋山
かんていぞう

「豊干禅師騎虎図」渡辺崋山
ぶかんぜんじ き こ ず

●図録のご案内 「田原市博物館館蔵名品選第１集」
「田原市博物館館蔵名品選第２集」

オールカラー
無線綴じ
特別付録CD－ROM付
　　好評販売中

価格各2,500円

おか もとしゅう き つばきちん ざん ふく だ はん こう きん こく いの うえどう そうじゃく の ず

ちく いつ たち はらしゅん さ わた なべ じょ ざん

たに ぶんちょう

こう ばい えん おう ずお だ ほ せん つばきか こく ようりゅうかい

きゃく ざ しょう き

かん てい ぞう

こうばいえんおうず

「紅梅鴛鴦図」小田　川

原市博物館は、崋山の関係資料と田原藩資料などの重要
な文化財を保存、展示するため、田原城二ノ丸跡に開館し

ました。以来、当館では、渡辺崋山の関連作品の収集を果たすべき
重要な責務と考え、関係画家を含めた資料を収集してまいりま
した。今回の展示では、渡辺崋山「客坐掌記」(天保３年・重要美術
品)、「関帝像」（文化９年、崋山20歳の作）、「ジャンヌダーク像｣（天
保年間、油絵技法の研究)、小田　川「紅梅鴛鴦図」、椿華谷「楊柳海
棠双雀之図」、谷文晁・岡本秋暉・椿椿山・福田半香・山本　谷・井上
竹逸・立原春沙・渡辺如山などの作品を展示します。

館内ミュージアムショップに
て好評発売中。この機会にぜひ
お買い求めください。

田
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～美人画・役者絵を中心に
同時
開催

前期 後期

遺跡の宝庫、渥美半島は江戸時代から注目され、明治時代
終わりからこぞって発掘調査が行われ、その出土遺物が
学会に多くの影響を与えました。吉胡・保美・伊川津貝塚、
東大寺瓦をはじめ学会に影響を与えた遺物を展示します。

渥美半島の歴史
考古－発見の歴史

伊川津貝塚を発掘した人類学者小金井良精（中央）
大正11年

■企画展示室２
■９月２８日（日）まで開催

　２２局１７２０
http://www.taharamuseum.gr.jp

「丁字屋内」礒田湖龍斎（後期）「流光花撰（杜若）」歌川国貞（後期）「当世むすめ三十六花撰さくら」歌川国貞（前期）

「四世岩井半四郎の乳人重の井」東洲斎写楽（前期）

同時
開催

館所蔵コレクションには、芝村義邦氏寄贈の浮世絵が多
数あります。今回は美人画・役者絵を中心に展示します。

　浮世とは戦国の世が終焉を迎え、平和となった現世をひたす
ら謳歌する生き方を意味します。それまでの無常観の憂世から
決別した態度、すなわち、現世を楽土と見る考え方が芽生えまし
た。17世紀後半、それが近世初期絵画の世界にも投影されて、浮世
を画題とした浮世絵が成立しました。
　浮世絵は、美人画、役者絵、風景画、花鳥画、相撲絵などあります
が、今回は美人画・役者絵をご覧いただこうと思います。東洲斎写
楽「四世岩井半四郎の乳人重の井」・礒田湖龍斎「丁字屋内」などを
展示します。浮世世界をお楽しみください。

当

とうせい りゅうこうかせん とじゃくさんじゅうろくかせん うたがわくにさだ

しば むら よし くに

しゅうえん

おう か む じょうかん

とうしゅうさい しゃ

らく し せい いわ い はん し ろう め の と しげ い いそ だ こ りゅうさい ちょう じ や ない

うき よ

こがねいよしきよ
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5

6

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

伝
統
の
田
原
凧
ま
つ
り
。ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
厚

生
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
初
凧
祈
願
祭
に
は
多
く

の
家
族
が
参
加
し
、鮮
や
か
な
祝
い
凧
を
揚
げ
、子

の
健
や
か
な
成
長
を
祈
り
ま
し
た
。ま
た
、６
月
１

日（
日
）に
は
、市
指
定
無
形
文
化
財
の
け
ん
か
凧

合
戦
が
、は
な
の
き
広
場
周
辺
で
催
さ
れ
ま
し
た
。

武
者
絵
の
よ
う
に

元
気
に
育
っ
て

５
月
24
日﹇
土
﹈

　

田
原
市
出
身
で
、マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
ラ

イ
ダ
ー
と
し
て
活
躍
中
の
小お

笠が
さ

原わ
ら

崇た
か

裕ひ
ろ

選
手
が
、

世
界
選
手
権（
イ
タ
リ
ア
・
６
月
17
日
〜
22
日
）

の
日
本
代
表
に
選
ば
れ
た
こ
と
を
、鈴
木
克
幸

田
原
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。選
手
権
の
出
場
は

２
０
０
１
年
に
続
き
２
回
目
と
な
り
ま
す
。

世
界
を
舞
台
に

限
界
へ
の
挑
戦

６
月
10
日﹇
火
﹈

　

愛
知
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
競
技
で
５
位
に
入
賞
し
、７
月
28
日
か
ら
開
催

さ
れ
る
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会（
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
）へ
の
出
場
を
決
め
た
、渥
美
農
業
高
等
学

校
３
年
の
吉
田
栄
介
さ
ん
・
伊
藤
伸
幸
さ
ん
が
、鈴

木
克
幸
田
原
市
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。

決
め
ろ
ス
マ
ッ
シ
ュ

全
国
の
舞
台
で

５
月
21
日﹇
水
﹈

▲「初凧」の起源は江戸時代。今年は過去最高の125枚が作られました。

▲大会での健闘を誓い、鈴木市長と握手する小笠原選手（右）。

▲鈴木市長から激励を受ける吉田さん（右）と伊藤さん（左）。
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たはらシティニュース

　

愛
の
コ
コ
ナ
ッ
ツ
メ
ッ
セ
ー
ジ「
や
し
の
実
投

流
」が
、沖
縄
県
石
垣
島
で
行
わ
れ
ま
し
た
。一
般

の
ツ
ア
ー
参
加
者
を
含
む
田
原
市
観
光
協
会
の
一

行
は
、石
垣
島
を「
名
も
知
ら
ぬ
遠
き
島
」と
見
立

て
、島
の
北
西
約
30
㎞
の
沖
合
か
ら
や
し
の
実
95

個
を
黒
潮
に
投
げ
入
れ
ま
し
た
。ま
た
、同
日
に
開

催
さ
れ
た「
爬ハ

ー
リ
ー
せ
ん
き
ょ
う
そ
う

龍
船
競
漕
大
会
」に
、田
原
市
の
女

性
チ
ー
ム
が
参
加
し
、交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ロ
マ
ン
は
海
を
越
え

恋
路
ヶ
浜
へ

６
月
７
日﹇
土
﹈

　

愛
知
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
に
よ
る
、保
育
園
サ
ッ

カ
ー
巡
回
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。同
協
会
は
、

サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
園
児
た
ち
が
元
気
で
前
向
き

に
育
つ
よ
う
に
と
、平
成
17
年
度
か
ら
県
内
各
地

気
分
は
も
う

日
本
代
表
選
手
！

６
月
10
日﹇
火
﹈

域
を
巡
回
し
て
お
り
、田
原
市
を
訪
れ
る
の
は
こ

れ
が
初
め
て
。指
導
に
あ
た
っ
た
平
田
順
一
氏
は
、

「
主
役
は
子
ど
も
。枠
に
は
め
ず
、大
人
は
良
き
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
な
る
べ
き
」と
語
り
、「
楽
し
い
」と

思
う
気
持
ち
の
大
切
さ
を
強
調
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、共
催
の
田
原
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
か
ら
は
、

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

▲ボールを追う目が輝いてるね！（中山保育園）。巡回指導は、本年度中に市内17園で行われる予定です。

▲「伊良湖へ、恋路ヶ浜へ届け」と、島崎藤村・「椰子の実」の詩の再現を願いました。
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市
民
館
な
ど
を
利
用
し
て
留
守
家
庭
な

ど
の
児
童
を
預
か
る
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導

員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員
＝
若
干
名　

▼
対
象
＝
次
の

要
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
方
／
①
保
育

士
資
格
も
し
く
は
幼
稚
園
・
小
学
校
教
諭

免
許
を
お
持
ち
の
方 

②
子
育
て
経
験
が

あ
り
心
身
と
も
に
健
康
な
方　

▼
勤
務
場

所
＝
市
内
児
童
ク
ラ
ブ　

▼
採
用
期
間
＝

７
月
22
日（
火
）〜
８
月
31
日（
日
）の
夏

休
み
期
間
中　

▼
勤
務
時
間
＝
午
後
１
時

〜
６
時
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
１
時
30

分
、
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
（
３
交
代
勤

務
）　

▼
勤
務
形
態
＝
週
３
〜
４
日
の
勤

務
（
土
・
日
曜
日
、祝
日
、お
盆
は
お
休
み
）

▼
賃
金
＝
時
給
９
４
０
円　

▼
選
考
方
法

＝
面
接
（
期
日
な
ど
詳
細
は
後
日
通
知
）

▼
申
し
込
み
＝
７
月
16
日
（
水
）
ま
で
に

児
童
課
に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
提
出

▼
児
童
課

☎
23
局
３
５
１
３　

23
局
３
５
４
５

▼
募
集
人
員
＝
３
名　

▼
対
象
＝
郷
土
の

歴
史
に
関
心
が
あ
る
健
康
な
方　

▼
採
用

期
間
＝
８
月
１
日（
金
）〜
９
月
30
日（
火
）

／
資
料
館
休
館
日
、
月
曜
日
、
祝
日
を
除

く　

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分　

▼
勤
務
場
所
＝
渥
美
郷
土

資
料
館
ほ
か　

▼
勤
務
内
容
＝
発
掘
出
土

品
の
整
理
、
発
掘
の
補
助
作
業　

▼
賃
金

＝
時
給
８
１
０
円　

▼
選
考
方
法
＝
面
接

（
詳
細
は
後
日
通
知
）　

▼
申
し
込
み
＝
７

月
22
日
（
火
）
ま
で
に
文
化
振
興
課
に
あ

る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提

出
（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

▼
文
化
振
興
課

☎
23
局
３
６
３
５　

22
局
３
８
１
１

　

平
成
21
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
田
原

市
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

□
職
種
・
採
用
予
定
人
数

・
保
育
職
（
社
会
人
枠
）　　
３
名
程
度

・
消
防
職　

 

　
　
　
　
２
名
程
度

□
受
験
資
格

保
育
職

　

昭
和
25
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
58
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
保
育
士

資
格
を
有
す
る
方

消
防
職

　

昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
、
高
校
を
卒
業
し
た
方
ま
た
は
平
成

21
年
３
月
末
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

□
受
験
で
き
な
い
方

・
地
方
公
務
員
法
第
16
条
（
欠
格
条
項
）

に
該
当
す
る
方

・
外
国
籍
の
方
で
、
永
住
者
ま
た
は
特
別

永
住
者
の
在
留
資
格
の
な
い
方

□
第
１
次
試
験

▼
期
日
＝
９
月
21
日
（
日
）

▼
場
所
＝
市
役
所
講
堂
（
南
庁
舎
６
階
）

▼
試
験
内
容
＝
基
礎
試
験
（
一
般
知

識
・
一
般
知
能
／
保
育
職
の
み
）、
教
養

試
験
（
消
防
職
の
み
）、
作
文
試
験
、
適

性
検
査
・
性
格
診
断
（
保
育
職
の
み
）

□
第
２
次
試
験

　

第
１
次
試
験
の
合
格
者
を
対
象
に
、
面

接
試
験
、
体
力
診
断
（
消
防
職
の
み
）
を

実
施
／
期
日
・
場
所
は
後
日
通
知

□
申
し
込
み

❶
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
て

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
案
内
し
ま

す
。

❷
田
原
市
指
定
の
受
験
申
込
書
に
て

　

市
役
所
人
事
課
で
配
布
す
る
受
験
申
込

書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
ま

た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

□
受
付
期
間

　

８
月
１
日
（
金
）
〜
21
日
（
木
）
／
土
・

日
曜
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
／
郵
送
は
８
月
21
日
（
木
）
必
着

□
そ
の
他

・
採
用
後
の
給
与
は
「
田
原
市
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
支
給

・
外
国
籍
の
方
の
任
用
に
は
一
部
制
限
あ
り

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
人
事
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
７
４
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp/

田
原
市
臨
時
職
員

（
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
）

田
原
市
臨
時
職
員

（
文
化
振
興
課
）

田
原
市
職
員
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突
然
の
事
故
や
病
気
か
ら
幼
い
命
を
守

る
た
め
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
持
つ
お
父

さ
ん
・
お
母
さ
ん
を
対
象
と
し
た
普
通
救

命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者　

▼
日
時
＝ 

７
月
26
日
（
土
）
午
前
９
時

〜
正
午　

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー

大
会
議
室　

▼
定
員
＝
20
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
７
月

25
日
（
金
）
ま
で
に
直
接
ま
た
は
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
の
場
合
は
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
・
性
別
・
電
話
番
号
・
職
業
・
託
児
利

用
の
有
無
を
明
記
）　

▼
そ
の
他
＝
講
習

会
修
了
者
に
は
、修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

▼
消
防
署

☎
23
局
４
０
７
５　

23
局
２
４
４
０

　

syoubous@
city.tahara.aichi.jp

▼
健
康
課

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０

　

kenko@
city.tahara.aichi.jp

　

地
域
で
助
け
合
う
高
齢
者
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
研
修
を
開
催
し
ま
す
。ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
介
護
予
防
・
福
祉
に
関
心
が

あ
る
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
一
般　

▼
定
員
＝
30
名
（
先
着

順
）　

▼
内
容
・
日
時
＝
表
の
と
お
り

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー　

▼
受

講
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
７
月
22
日

（
火
）
ま
で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ

Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
明
記
）

▼
福
祉
課

☎
23
局
４
６
５
４　

23
局
３
５
４
５

　

田
原
市
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市

民
農
園
、
家
庭
菜
園
な
ど
で
自
家
用
、
趣

味
程
度
に
農
作
物
を
栽
培
し
て
み
た
い
方

を
対
象
に
、
秋
冬
野
菜
の
栽
培
方
法
、
栽

培
管
理
、
収
穫
作
業
に
つ
い
て
、
講
座
お

よ
び
実
技
指
導
を
行
い
ま
す
。
健
康
づ
く

り
、
生
き
が
い
づ
く
り
に
役
立
て
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

▼
対
象
＝
農
業
に
興
味
が
あ
る
市
内
在

住
・
在
勤
者　

▼
開
催
日
＝
９
月
〜
12
月
、

月
２
回
程
度　

▼
場
所
＝
赤
羽
根
支
所
お

よ
び
周
辺
の
ほ
場　

▼
定
員
＝
10
名
（
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
８

月
15
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
申

込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
直

接
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
に
て

▼
そ
の
他
＝
参

加
者
の
意
向
に

よ
り
、
講
座
内

容
を
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー（
赤
羽
根
支
所
内
）

☎
45
局
３
１
１
４　

45
局
３
４
１
９

　

einou@
city.tahara.aichi.jp

　

http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp/

section/einou/

　

田
原
市
教
育
委
員
会
で
は
、
生
涯
学
習

情
報
誌
（
平
成
20
年
度
下
半
期
）
へ
の
有

料
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
枠
数
＝
10
枠　

▼
掲
載
場
所
＝
生

涯
学
習
情
報
誌
（
平
成
20
年
度
下
半
期
）

の
裏
表
紙　

▼
広
告
の
サ
イ
ズ
お
よ
び

掲
載
料
＝
【
１
種
広
告
】
縦
４
・
５
㎝
×

横
８
・
５
㎝
、
１
回
１
万
５
０
０
０
円
／

【
２
種
広
告
】
縦
４
・
５
㎝
×
横
18
・
０

㎝
、
１
回
３
万
円
（
サ
イ
ズ
は
原
則
と
し

て
１
種
広
告
と
し
ま
す
が
、
１
種
広
告
の

応
募
数
が
募
集
枠
に
満
た
な
い
場
合
は
２

種
広
告
も
掲
載
で
き
る
こ
と
と
し
ま
す
）

▼
申
し
込
み
＝
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
広
告
原
稿
、
会
社
概
要
な

ど
を
添
え
て
８
月
８
日
（
金
）
ま
で
に
直

接
提
出　

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
の
際
に

は
、要
綱
・
要
領
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。（
申

込
書
お
よ
び
要
綱
な
ど
は
、
教
育
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp/

section/kyoiku/

パ
パ
マ
マ
普
通
救
命
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　
　

受
講
者

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　

受
講
者

内容 日時

❶
「レクリエーションから介護予防を考える」（演習）

講師＝江口 正己さん（レクリエーションコーディネーター）
びわじまレクリエーションスポーツスタディ主宰

7/29（火）

13:30
～16:00

❷
「高齢者福祉の基礎知識」（講義）

講師＝柳 護さん（社会福祉士）
日本福祉大学社会福祉総合研修センター研修講師

8/26（火）

13:30
～15:30

■ボランティア養成研修

生
涯
学
習
情
報
誌
へ
の
広
告

活い

き
活い

き
農
業
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
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親
子
で
楽
し
く
ク
ッ
キ
ン
グ
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保

護
者　

▼
開
催
日
・
場
所
・
定
員
＝
表
の

と
お
り　

▼
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
１
時
30
分　

▼
参
加
料
＝
一
人
１
０
０

円　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
に
て
（
先
着

順
）　

▼
そ
の
他
＝
筆
記
用
具
・
エ
プ
ロ

ン
・
三
角
き
ん
（
バ
ン
ダ
ナ
）・
上
靴
（
子

ど
も
の
み
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
健
康
づ
く
り
食
生
活
改
善
協
議

会
（
健
康
課
内
）

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０

〜
渥
美
半
島
の
戦
争
遺
跡
を
め
ぐ
る
〜

　

現
在
は
観
光
地
と
し
て
有
名
な
伊
良

湖
。
そ
こ
に
か
つ
て
、
陸
軍
が
大
砲
の
性

能
を
実
験
す
る
射
場
が
あ
っ
た
こ
と
を
ご

存
じ
で
す
か
？ 

ま
た
、
第
二
次
世
界
大

戦
が
終
わ
る
前
日
、
田
原
駅
を
出
発
し
た

渥
美
線
の
電
車
が
ア
メ
リ
カ
軍
の
機
銃
掃

射
を
受
け
、
多
く
の
乗
員
・
乗
客
の
方
が

亡
く
な
っ
た
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

初
日
は
渥
美
半
島
に
残
る
戦
争
遺
跡
に

つ
い
て
学
び
、
翌
日
は
バ
ス
で
現
地
を
巡

り
ま
す
。
歴
史
の
中
の
戦
争
が
、
郷
土
に

ど
の
よ
う
な
痕
跡
を
残
し
て
き
た
か
を
学

び
ま
し
ょ
う
。

◉
館
内
講
座

▼
対
象
＝
小
学
３
年
生
以
上　

▼
日
時
＝

８
月
10
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
（
予
定
）　

▼
場
所
＝
田
原
文
化
会

館
２
０
１
会
議
室　

▼
講
師
＝
田
原
市
中

央
図
書
館
司
書　

▼
受
講
料
＝
無
料

▼
定
員
＝
35
名
（
先
着
順
）　

▼
申
し
込

み
＝
７
月
26
日
（
土
）
〜
８
月
８
日
（
金
）

に
直
接
ま
た
は
電
話
に
て

◉
現
地
視
察

▼
対
象
＝
初
日
の
館
内
講
座
を
受
け
た
方

（
現
地
視
察
の
み
の
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
）

▼
日
時
＝
８
月
11
日
（
月
）
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
30
分
（
予
定
）　

▼
場
所
＝
市

内
に
残
る
戦
争
に
関
連
す
る
遺
跡
（
市
の

バ
ス
で
巡
り
ま
す
）　

▼
講
師
＝
田
原
市

博
物
館
学
芸
員　

▼
田
原
市
中
央
図
書
館

☎
23
局
４
９
４
６　

23
局
４
６
４
６

▼
対
象
＝
18
歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤

者　

▼
定
員
＝
各
コ
ー
ス
16
名（
先
着
順
）

▼
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費

負
担
）　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
に
て
（
月

曜
日
休
館
）　

▼
そ
の
他
＝
受
講
中
の
コ

ー
ス
を
含

め
、
同
時

に
一
人
２

コ
ー
ス
ま

で
受
講
で

き
ま
す
。

▼
情
報
シ
ス
テ
ム
課

☎
22
局
７
２
０
０　

23
局
２
８
０
８

親
子
料
理
教
室 

参
加
者

図
書
館
・
博
物
館

　

共
同
企
画
講
座 

受
講
者

開催日 場所 定員

8/2（土）
田原福祉
センター

15組

8/3（日）
赤羽根福祉
センター

９組

8/5（火）
あつみ
ライフランド

10組

8/8（金）
あつみ
ライフランド

10組

8/24（日）
田原福祉
センター

15組

■親子料理教室

コース 内　容 時間 場所

初級
《全６回》

これからパソコンを始
める方に（基本操作、
簡単な文字入力、イン
ターネット検索、電子
メールなど）

8/21（木）・8/22（金）・
8/28（木）・8/29（金）・
9/4（木）・9/5（金）

13:30
～15:30

情報
センター

8/26（火）・8/27（水）・
9/2（火）・9/3（水）・
9/9（火）・9/10（水）

13:30
～15:30

渥美
文化会館

初心者のための
セキュリティ入門
《全１回》

パソコンを安全に使う
ために知っておきたい
対策など

8/8（金） 9:30
～11:30

情報
センター

文書作成初級
《全４回》

文書作成ソフト「ワー
ド 2002」の基本操
作（簡単な文書作成）

7/13～8/3の
毎日曜日

9:30
～11:30

情報
センター

ワード2002の
便利な活用
《全４回》

文章入力ができる方に
（表の作成やイラスト
の挿入など表現力をア
ップする機能を紹介）

7/23（水）・7/25（金）・
7/30（水）・8/1（金）

13:30
～15:30

情報
センター

8/17～9/7の
毎日曜日

9:30
～11:30

情報
センター

エクセル2002の
便利な活用
《全４回》

エクセルを使ったこと
がある方に（よく使う
関数の活用やデータベ
ース機能を紹介）

7/29（火）・7/31（木）・
8/5（火）・8/7（木）

9:30
～11:30

情報
センター

パワーポイント
初級　《全３回》

発表するための簡単な
スライド（電子紙芝居）
の作成

7/20～8/3の
毎日曜日

13:30
～16:30

情報
センター

パ
ソ
コ
ン
教
室 

受
講
者

■パソコン教室

※パソコンの環境…ＯＳはWindows XP Pro、使用ソフトはInternet Explorer6.0、
Microsoft Word2002、Excel2002、PowerPoint2002、Access2002です。
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毎
日
の
生
活
の
中
で
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
学
ぶ
「
親
子
で
省
エ
ネ
教
室
」

（
全
３
回
）。
第
２
回
目
は
「
省
エ
ネ
工
作

教
室
」を
開
催
し
ま
す
。
廃
材
を
使
っ
て
、

手
回
し
発
電
機
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
＝
市
内
に
お
住
ま
い
の
小
学
４
年

か
ら
６
年
生
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

▼
日
時
＝
７
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時
か

ら
正
午
（
あ
つ
ま
れ
得
す
る
サ
マ
ー
フ
ェ

ア
２
０
０
８
内
で
実
施
）　

▼
場
所
＝
田

原
文
化
会
館　

▼
内
容
＝
単
３
乾
電
池
が

充
電
で
き
る
「
廃
材
を
利
用
し
た
手
回
し

発
電
機
」
の
工
作　

▼
定
員
＝
30
組
（
先

着
順
／
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
当
日
も

受
け
付
け
ま
す
）　

▼
参
加
料
＝
５
０
０

円
（
材
料
費
）　

▼
申
し
込
み
＝
７
月
25

日
（
金
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の

場
合
は
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
明
記
）　

▼
そ
の
他
＝
不
要
な
板
の

切
れ
端
（
か
ま
ぼ
こ
の
板
な
ど
）
が
あ
る

場
合
は
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１

　

23
局
０
４
８
８

　

ecoene@
city.tahara.aichi.jp

短
い
作
品
を
読
ん
で
、

　

感
じ
た
こ
と
を
絵
に
描
い
て
み
よ
う
！

　

作
家
・
岡
野
薫
子
さ
ん
の
短
編
童
話
三

編「
キ
ツ
ネ
が
ひ
ろ
っ
た
て
ぶ
く
ろ
」「
窓
」

「
水
中
花
」の
中
か
ら
、
自
分
の
好
き
な
作

品
を
選
び
、
読
ん
だ
後
に
感
じ
た
こ
と
を

絵
に
描
い
て
み
ん
な
で
話
し
合
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生

▼
日
時
＝
８
月
９
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分　

▼
場
所
＝
田
原
文
化
会

館　

▼
講
師
＝
岡
野
薫
子
さ
ん

▼
定
員
＝
20
名
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
）　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し

込
み
＝
７
月
20
日
（
日
）
ま
で
に
往
復
ハ

ガ
キ
に
て
（
保
護
者
の
住
所
・
氏
名﹇
ふ

り
が
な
﹈・
電
話
番
号
・
子
ど
も
の
氏
名﹇
ふ

り
が
な
﹈・
学
校
名
・
学
年
を
明
記
）

▼
そ
の
他
＝
筆
記
用
具
、
絵
の
道
具
（
絵

の
具
、
ク
レ
ヨ
ン
、
色
鉛
筆
な
ど
）
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０ 

▼
内
容
・
日
時
・
定
員
な
ど
＝
表
の
と
お

り　

▼
時
間
＝
午
前
10
時
〜
正
午　

▼
申

し
込
み
＝
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
吉
胡
貝
塚
資
料
館

☎
22
局
８
０
６
０　

22
局
８
０
７
０

　

yoshigo@
city.tahara.aichi.jp

　

愛
知
県
で
は
、
全
58
巻
の
愛
知
県
史
の

編
さ
ん
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
た

び
、
江
戸
時
代
の
東
三
河
地
域
の
資
料
を

ま
と
め「
資
料
編
19　

近
世
５　

東
三
河
」

と
し
て
発
刊
し
ま
し
た
。
東
三
河
地
域
の

特
色
を
生
か
し
、
当
時
の
人
々
の
生
活
が

描
き
出
せ
る
資
料
を
中
心
に
収
録
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
広
く
県
民
の
皆
さ
ん
に
地

域
の
歴
史
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
本
編
の
編
集
を
担
当
し
た
愛

知
県
史
編
さ
ん
委
員
に
よ
る
「
愛
知
県
史

を
語
る
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
入
場
は
無

料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
８
月
２
日
（
土
）
午
後
１
時

〜
４
時
30
分　

▼
場
所
＝
愛
知
大
学
記
念

会
館
３
階
小
講
堂
（
豊
橋
市
町
畑
町
）　

▼
内
容
＝
江
戸
の
大
動
脈
東
三
河　

▼
講

師
＝
青
木
美
智
男
さ
ん
（
前
専
修
大
学
教

授
）、
篠
宮
雄
二
さ
ん
（
中
部
大
学
准
教

授
）、池
内
敏
さ
ん
（
名
古
屋
大
学
教
授
）、

小
川
一
朗
さ
ん
（
一
宮
市
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員
）
▼
定
員
＝
２
０
０
名
（
先
着

順
）　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
に
て

▼
愛
知
県
総
務
部
法
務
文
書
課

県
史
編
さ
ん
室

☎（
０
５
２
）９
７
２
局
９
１
７
１

第
２
回
親
子
で
省
エ
ネ
教
室

　
（
省
エ
ネ
工
作
教
室
） 

参
加
者

あ
い
ち
子
ど
も
芸
術
大
学

　
　
　
　

２
０
０
８ 

参
加
者

吉
胡
貝
塚
資
料
館

　

夏
休
み
イ
ベ
ン
ト 

参
加
者

内容 開催日 場所 対象 定員 参加料
考古学体験（発掘・洗い・拓本）
考古学の基本について

7/27（日） 吉胡貝塚資料館 小学５年
以上 20名 100円

まが玉づくり体験
玉の歴史と作り方について

8/6（水） 吉胡貝塚資料館 小学３年
以上 20名 300円

石器づくり・火おこし体験
昔の暮らしと技術について　

8/7（木） 吉胡貝塚資料館 小学３年
以上 20名 200円

発掘見学
本物の遺跡の調査風景を見学

8/8（金） 未定
※現地集合になります

どなた
でも 20名 無料

夏休み子ども相談室
歴史の勉強をアドバイス

7/23（水）～8/9（土）
※休館日を除く

吉胡貝塚資料館 どなた
でも ― 無料

■吉胡貝塚資料館　夏休みイベント

「
愛
知
県
史
を
語
る
会
」 

参
加
者
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■
豊
橋
田
原
食
育
体
験
講
座

〜
地
元
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
味
わ
う
〜

▼
対
象
＝
田
原
市
・
豊
橋
市
に
お
住
ま
い

の
方
（
乳
幼
児
の
同
伴
不
可
）　

▼
日
時

＝
７
月
28
日
（
月
）
正
午
〜
午
後
３
時

▼
場
所
＝
日
本
料
理
乃
「
華
山
」（
蔵
王

山
展
望
台
）　

▼
内
容
＝
地
産
地
消
ラ
ン

チ
（
風
味
豊
か
な
か
つ
お
だ
し
で
い
た

だ
く
〝
み
か
わ
ポ
ー
ク
〞
の
豚
し
ゃ
ぶ
）、

食
育
講
座（
プ
ロ
が
教
え
る
家
庭
料
理
術
）

▼
講
師
＝
野
呂 

功
さ
ん
（
日
本
料
理
乃

「
華
山
」　

料
理
長
）
ほ
か 

▼
定
員
＝
20

名
（
抽
選
／
結
果
は
後
日
通
知
）
▼
受
講

料
＝
２
５
０
０
円
（
食
事
代
含
む
）　

■
地
産
地
消
の
お
料
理
教
室

〜
夏
野
菜
で
ス
リ
ム
ビ
ュ
ー
テ
ィ
〜

　
「
旬
の
食
材
を
旬
の
季
節
に
」
を
テ
ー

マ
に
、
地
元
で
生
産
さ
れ
る
お
い
し
い
旬

の
食
材
を
つ
か
っ
て
、
雑
穀
入
り
ご
は
ん

や
イ
ワ
シ
の
梅
煮
、
冷
や
し
茶
碗
蒸
し
な

ど
を
作
り
ま
す
。

▼
対
象
＝
田
原
市
・
豊
橋
市
に
お
住
ま
い

の
方　

▼
日
時
＝
８
月
１
日
（
金
）・
２

日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

▼
場

所
＝
ガ
ス
ビ
ル
サ
ー
ラ（
豊
橋
市
白
河
町
）

▼
定
員
＝
各
20
名（
抽
選
／
結
果
は
後
日
）

▼
参
加
料
＝
１
０
０
０
円
（
資
料
・
材
料

費
含
む
）　

【
申
し
込
み
】

　

い
ず
れ
も
７
月
15
日
（
火
）
ま
で
に
郵

送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
希

望
す
る
講
座
、
教
室
名
・
希
望
日
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
）

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
み
可

▼
豊
橋
田
原
広
域
農
業
推
進
会
議
事
務
局

（
〒
４
４
０

－

８
５
０
１　

住
所
不
要　

豊
橋
市
役
所
農
政
課
内
）

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
４
７
１

　
（
０
５
３
２
）56
局
５
１
３
０

　
nosei@

city.toyohashi.lg.jp
　

http://w
w
w
.city.toyohashi.aichi.jp

/nousei/

　

県
内
の
ご
み
処
理
施
設
な
ど
を
見
学

し
、
環
境
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
＝
小
学
４
〜
６
年
生
と
そ
の
保
護

者　

▼
開
催
日
・
見
学
場
所
＝
①
８
月
７

日
（
木
）・
八
穂
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
弥

富
市
鍋
田
町
）ほ
か　

②
８
月
８
日（
金
）・

渡
刈
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
豊
田
市
渡
刈

町
）
ほ
か　

▼
集
合
場
所
＝
①
愛
知
県
自

治
セ
ン
タ
ー
（
名
古
屋
市
中
区
）
②
愛
知

県
西
三
河
県
民
事
務
所
（
岡
崎
市
明
大
寺

本
町
）　

▼
集
合
時
間
＝
午
前
９
時
20
分

▼
定
員
＝
各
20
組
（
40
名
程
度
）　

▼
参

加
料
＝
無
料
（
集
合
場
所
ま
で
の
交
通
費

は
実
費
／
昼
食
は
持
参
）　

▼
申
し
込
み

＝
７
月
25
日
（
金
）
ま
で
に
郵
送
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
な
ど
に
て　

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く
は
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
愛
知
県
環
境
部
資
源
循
環
推
進
課

☎（
０
５
２
）９
６
１
局
２
１
１
１

▼
対
象
＝
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
各
分
野

で
合
計
５
年
以
上
（
一
部
10
年
以
上
）
の

実
務
経
験
が
あ
り
、
次
の
①
ま
た
は
②
に

該
当
す
る
方
／
①
受
験
資
格
の
業
務
に
従

事
し
て
い
る
勤
務
地
が
愛
知
県
に
あ
る
方 

②
現
在
受
験
資
格
の
業
務
に
従
事
し
て
お

ら
ず
、
住
所
地
が
愛
知
県
に
あ
る
方

▼
試
験
日
＝
10
月
19
日
（
日
）　

▼
願
書

配
布
お
よ
び
受
付
期
間
＝
７
月
22
日（
火
）

ま
で　

▼
願
書
配
布
場
所
＝
田
原
市
役
所

福
祉
課
、
愛
知
県
高
齢
福
祉
課
ほ
か

▼
愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
介
護
支
援
専

門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
係

☎（
０
５
２
）２
３
１
局
３
２
２
４　

◉田原市住宅マスタープラン案について
募集期間 ▼７月１日（火）～７月31日（木）
　市内における住宅の整備だけでなく、住まい・まちづくり
を通じて良好なコミュニティ形成などの居住環境にも配慮
した「住宅政策」に取り組んでいく必要があるため、その方
向を示す住宅マスタープランを策定します。
担当課 ▼建築課　☎23局3527　　22局3811
　　　　 　kentiku@city.tahara.aichi.jp

□意見提出方法
❶公表場所へ持参　❷郵便　❸ＦＡＸ　❹Eメール
住所、氏名、電話番号を明記のうえ、意見を提出してくださ
い。（個々の意見には直接回答いたしません。）

□計画案の公表場所
市役所建築課、市民生活課（赤羽根支所・渥美支所）、中央図
書館、市ホームページ（http://www.city.tahara.aichi.jp）

パブリックコメント手続制度に基づき、
　　　　以下の案件について意見を募集します。

豊
橋
田
原
食
育
体
験
講
座 

受
講
者

地
産
地
消
の
お
料
理
教
室 

参
加
者

ご
み
調
査
隊 
参
加
者

第
11
回
愛
知
県
介
護
支
援
専
門
員

　
　
　
　
　

実
務
研
修
受
講
試
験

おわびと訂正
　広報たはら６月号
10ページ「田原市職員
募集内容」の表中、事
務職等の学歴・資格免
許は「…平成20年３月
末日までに卒業見込
み」ではなく、「…平成
21年３月末日までに
卒業見込み」の誤りで
した。おわびし、訂正
させていただきます。

パブリックコメントパブリックコメント　　意見募集！意見募集！
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レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
外
出
の

機
会
が
増
え
る
こ
の
時
期
は
、
子
ど
も
や

高
齢
者
が
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
が

心
配
さ
れ
ま
す
。
交
通
事
故
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
、
地
域
全
体
で
交
通
安
全
運
動
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

渥
美
郷
土
資
料
館
は
次
の
期
間
、
空

調
機
器
改
修
工
事
の
た
め
臨
時
休
館
し
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
期
間
＝
７
月
20
日（
日
）〜
８
月
21
日

（
木
）

▼
渥
美
郷
土
資
料
館

☎
33
局
１
１
２
７　

34
局
１
０
１
０

　

市
内
で
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
を
目
的
に
、
省
エ
ネ
資
材
導
入
事
業

を
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
に
住
宅
や
施
設
を
有
す
る

市
民
お
よ
び
事
業
者　

▼
対
象
事
業
＝
複

層
ガ
ラ
ス
、
樹
脂
サ
ッ
シ
、
断
熱
材
、
空

調
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
省
エ
ネ
資
材
を
導
入

す
る
施
設
整
備（
平
成
20
年
度
中
に
納
品
・

完
了
す
る
も
の
）　

▼
補
助
額
＝
総
事
業

費
の
３
分
の
１
（
上
限
５
万
円
）　

▼
申

請
期
間
＝
８
月
１
日
（
金
）
〜
29
日
（
金
）

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
地
域

協
議
会
事
務
局
（
エ
コ
エ
ネ
推
進
室
内
）

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
４
８
８

　

６
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た「
ね
ん
き

ん
特
別
便
の
臨
時
相
談
窓
口
」
を
７
月
か
ら

次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

▼
開
催
日
時
＝
７
月
〜
10
月
の
第
２
・
第

４
水
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時　

▼
場
所
＝
市
役
所
相
談
室（
南
庁
舎
１
階
）

▼
愛
知
社
会
保
険
事
務
局
年
金
課

☎（
０
５
２
）３
８
８
局
３
９
０
１

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９　

23
局
０
１
８
０

▼
対
象
＝
労
働
者
、
事
業
主
な
ど　

▼
日

時
＝
７
月
24
日
（
木
）・
25
日
（
金
）
午

前
10
時
〜
午
後
４
時　

▼
場
所
＝
愛
知
県

勤
労
会
館
（
名
古
屋
市
昭
和
区
鶴
舞
）
事

務
棟
１
階
ロ
ビ
ー　

▼
相
談
内
容
＝
解

雇
、
賃
金
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
労
働
問
題　

▼
相
談
方
法
＝
面
談
お
よ
び
電
話　

◉
当
日
の
電
話
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ

☎（
０
５
２
）７
４
１
局
１
９
１
９（
専
用
）

◉
弁
護
士
相
談
（
要
予
約
）

☎（
０
５
２
）９
５
４
局
６
３
７
５（
専
用
）

▼
愛
知
県
産
業
労
働
部
労
政
担
当
局

☎（
０
５
２
）９
５
４
局
６
３
７
５　

　

戦
争
体
験
を
次
世
代
に
引
き
継
ぎ
、
戦
争

が
残
し
た
教
訓
や
平
和
の
大
切
さ
に
つ
い
て

学
ぶ
た
め「
戦
争
に
関
す
る
資
料
館
調
査
会
」

に
よ
る
「
収
蔵
資
料
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
内
容
＝
戦
争
当
時
の
貴
重
な
実
物
資
料

や
写
真
パ
ネ
ル
な
ど
の
展
示
、
戦
争
と
平

和
に
関
す
る
図
書
コ
ー
ナ
ー　

▼
開
催
期

間
＝
７
月
25
日（
金
）〜
31
日（
木
）※
月
曜

日
休
館　

▼
場
所
＝
田
原
市
中
央
図
書
館

▼
時
間
＝
午
前
10
時
〜
閉
館　

▼
入
場
料

＝
無
料　

▼
そ
の
他
＝
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
戦
争
資
料
展
」
で
は
、
収
蔵
資
料
の
一

部
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/kenm

in-
soum

u/chosakai/

▼
愛
知
県
県
民
生
活
部
県
民
総
務
課

☎（
０
５
２
）９
５
４
局
６
１
６
０

　

す
べ
て
の
労
働
者
が
健
康
で
文
化
的
な

最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
最
低
限
度
の
賃
金
水
準
を
保
証
す

る
「
最
低
賃
金
法
」

が
、
７
月
１
日
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

□
主
な
改
正
内
容

•
地
域
別
最
低
賃
金
の
決
定
基
準
の
見
直

し
•
産
業
別
最
低
賃
金
の
関
係
労
使
に
よ
る

決
定

•
最
低
賃
金
の
不
払
い
の
場
合
の
罰
金
額

上
限
の
引
き
上
げ

•
派
遣
労
働
者
へ
の
派
遣
先
の
地
域
（
産

業
）
別
最
低
賃
金
の
適
用

•
最
低
賃
金
の
適
用
除
外
の
廃
止
、
減
額

特
例
の
新
設　

な
ど

※
詳
し
く
は
、
愛
知
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
豊
橋
労
働
基
準
監
督
署

☎（
０
５
３
２
）54
局
１
１
９
２

　
（
０
５
３
２
）54
局
１
１
６
１

　

http://w
w
w
.aichi-rodo.go.jp/

戦
争
に
関
す
る
資
料
館
調
査
会

　
　
　
　
　
　
「
収
蔵
資
料
展
」

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　

７
月
11
日（
金
）〜
20
日（
日
）

渥
美
郷
土
資
料
館

　

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

複
層
ガ
ラ
ス
等
省
エ
ネ
資
材

　
　

導
入
事
業
を
補
助
し
ま
す

｢
な
ん
で
も
労
働
相
談
会
」を

　
　
　
　
　
　

開
催
し
ま
す

ね
ん
き
ん
特
別
便
に
関
す
る

　
　
　

臨
時
相
談
日
を
変
更

「
最
低
賃
金
法
」が

　
　
　

変
わ
り
ま
し
た
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の
郵
送
を
希
望
す
る
場
合
、
あ
ら
か
じ
め

申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
印
鑑
と
身

分
証
明
書
を
ご
持
参
の
う
え
、
保
険
年
金

課
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

保
険
証
の
色
が
、
水
色
か
ら
桜
色
に
変

わ
り
ま
す
。
ま
た
、
氏
名
な
ど
の
文
字
が

大
き
く
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
３
５
１
４　

23
局
０
１
８
０

　

愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
度
に

小
・
中
・
高
等
学
校
入
学
予
定
で
、
障
害

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

護
者
に
、
養
護
学
校
の
様
子
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
の
体
験
入
学
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
体
験
入
学
日
以
外
に
も
随
時
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
豊
川
養
護
学
校

（
豊
川
市
平
尾
町
門
田
77
）

▼
対
象
＝
知
的
な
発
達
の
遅
れ
や
情
緒
に

障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん　

▼
開
催
日
＝
７

月
22
日
（
火
）・
10
月
20
日
（
月
）

☎（
０
５
３
３
）88
局
２
５
５
３

　
（
０
５
３
３
）88
局
２
５
９
５

■
豊
橋
養
護
学
校

（
豊
橋
市
西
口
町
西
ノ
口
25

－

10
）

日
（
土
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

▼
場

所
＝
田
原
文
化
会
館
１
０
１
会
議
室　

▼
自
衛
隊
豊
橋
地
域
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）33
局
２
６
９
３

　

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
に
接
続

す
る
場
合
は
、
必
ず
田
原
市
排
水
設
備
指

定
工
事
店
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

新
規
追
加
指
定
工
事
店

◉
春
田
鑿
泉
工
業
有
限
会
社

☎（
０
５
３
２
）31
局
５
７
１
６

▼
下
水
道
課　

☎
23
局
３
５
２
５　

22
局
３
１
８
４

　

現
在
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
保
険
証
の
有

効
期
限
は
７
月
31
日
で
す
。
８
月
１
日
か

ら
使
用
し
て
い
た
だ
く
保
険
証
を
、
７
月

中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
配
達
記
録
郵

便
で
お
送
り
し
ま
す
。（
配
達
記
録
郵
便

は
、
受
け
取
る
際
に
押
印
ま
た
は
署
名
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
配
達
時
に
不
在
の
場

合
、郵
便
受
け
に
案
内
が
入
り
ま
す
の
で
、

郵
便
支
店
へ
再
配
達
の
依
頼
を
し
て
い
た

だ
く
か
、
直
接
受
け
取
り
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
。）

　

住
民
登
録
地
と
異
な
る
場
所
へ
保
険
証

　

過
去
の
大
戦
に
お
い
て
、外
地
な
ど（
事

変
地
の
区
域
ま
た
は
戦
地
の
区
域
）
に
派

遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ
た

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
お
よ
び
旧

陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
方
（
慰
労
給
付
金

受
給
者
を
除
く
）
に
対
し
て
、
そ
の
ご
労

苦
に
報
い
る
た
め
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書

状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

▼
請
求
期
限
＝
平
成
21
年
３
月
31
日（
火
）

ま
で　

▼
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室 

業
務
担
当

☎（
０
３
）５
２
５
３
局
５
１
８
２

　
（
０
３
）５
２
５
３
局
５
１
９
０

▼
福
祉
課

☎
23
局
３
５
１
２　

23
局
３
５
４
５

　

平
成
20
年
度
採
用
自
衛
官
等
希
望
者
に

対
し
、
制
度
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。
防

衛
大
学
校
、
航
空
学
生
、
看
護
学
生
、
２

等
陸
・
海
・
空
士
（
任
期
制
）
に
進
学
ま

た
は
就
職
し
た
い
と
い
う
方
は
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
平
成
20
年
度
に
18
歳
〜
26
歳
の

方
（
父
兄
同
伴
可
）　

▼
日
時
＝
７
月
19

▼
対
象
＝
手
足
の
不
自
由
な
お
子
さ
ん

▼
開
催
日
＝
９
月
５
日
（
金
）・
10
月
24

日
（
金
）

☎（
０
５
３
２
）61
局
８
１
１
８

　
（
０
５
３
２
）63
局
５
７
８
３

■
大
府
養
護
学
校

（
大
府
市
盛
岡
町
尾
坂
田
１

－

11
）

▼
対
象
＝
病
気
で
入
院
し
て
い
る
お
子
さ

ん　

▼
開
催
日
＝
11
月
14
日
（
火
）・
10

月
21
日
（
金
）

☎（
０
５
６
２
）48
局
５
３
１
１

　
（
０
５
６
２
）44
局
０
６
６
２

　

レ
ジ
袋
削
減
取
組
店
と
し
て
、
県
内

で
１
３
７
店
舗
が
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
登

録
店
に
は
、
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
ら
れ
て
お

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ

グ
な
ど
を
活
用
し
、
レ
ジ

袋
の
削
減
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

※
取
組
店
の
登
録
に
関
す

る
詳
細
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
清
掃
管
理
課

☎
23
局
３
５
３
８

　

23
局
０
４
８
８

内
閣
総
理
大
臣
名
の

　

書
状
を
贈
呈
し
ま
す

自
衛
官
等
制
度
説
明
会

排
水
設
備
指
定
工
事
店
の

　
　
　
　
　
　
　

新
規
追
加

長
寿（
後
期
高
齢
者
）医
療
制
度
の

          
保
険
証
を
更
新
し
ま
す

レ
ジ
袋
削
減
取
組
店

　
　
　
　
　

制
度
登
録
店

県
立
養
護
学
校 

体
験
入
学
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▼

登録店に貼

られている

ステッカー



　

平
成
20
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
が
決
定
し
、
７
月

中
に
「
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
額
決
定

通
知
書
」お
よ
び「
後

期
高
齢
者
医
療
保
険

料
納
入
通
知
書
」
が

送
付
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
の
計
算
方
法

　

保
険
料
額
は
、
一

人
ず
つ
均
等
に
負
担

し
て
い
た
だ
く
「
均

等
割
額
」
と
、
所
得

に
応
じ
て
負
担
し
て

い
た
だ
く
「
所
得
割

額
」
の
合
計
額
で
す
。

な
お
、
一
人
あ
た
り

の
上
限
額
は
50
万
円

で
す
。

保
険
料（
均
等
割
額
）の
減
額

　

４
月
１
日
現
在
の
世
帯
状
況
に
お
い

て
、同
じ
世
帯
に
属
す
る「
世
帯
主
」と「
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
」
の
総
所
得
金

額
等
の
合
計
額
に
よ
り
、
均
等
割
額
の
減

額
が
判
定
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
年
金
所

得
に
つ
い
て
は
、
特
例
と
し
て
15
万
円
を

控
除
し
た
額
で
判
定
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
の
特
例

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
に
な

る
前
日
に
会
社
の
健
康
保
険
や
共
済
組

合
等
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
（
国
民
健

康
保
険
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
組
合
加

入
者
以
外
の
被
扶
養
者
）
は
、
被
保
険
者

の
資
格
を
得
た
日
か
ら
２
年
間
、
保
険
料

の
均
等
割
額
が
５
割
減
額
さ
れ
、
所
得
割

額
も
課
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
平
成
20

年
度
の
み
、
４
月
分
か
ら
９
月
分
ま
で
の

保
険
料
は
徴
収
さ
れ
ず
、
10
月
か
ら
３
月

分
ま
で
の
保
険
料
額
は
均
等
割
額
の
１
割

（
２
０
０
０
円
）
と
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
支
払
方
法

　

原
則
、
年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
（
特

別
徴
収
）
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
年
金

額
が
年
間
18
万
円
以
下
の
場
合
も
し
く
は

　

平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
に
所
在
す
る

住
宅
の
う
ち
、
次
の
要
件
を
満
た
す
省
エ

ネ
改
修
工
事
を
行
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、

固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
＝
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
22
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
次
の
①

〜
④
の
工
事
の
う
ち
①
を
含
む
工
事
を
行

い
、
そ
の
改
修
工
事
費
用
の
自
己
負
担
額

が
、
補
助
金
を
除
い
て
30
万
円
以
上
の
も

の
／
①
窓
の
改
修
工
事 

②
床
の
断
熱
改

修
工
事 

③
天
井
の
断
熱
改
修
工
事 

④
壁

の
断
熱
改
修
工
事　

▼
減
税
額
＝
改
修
し

た
翌
年
度
分
の
固
定
資
産
税
を
３
分
の
１

減
額
（
床
面
積
１
２
０
㎡
ま
で
を
限
度
）

▼
申
告
＝
改
修
後
３
か
月
以
内
に
必
要
書

類
を
添
え
て
申
告　

▼
そ
の
他
＝ 

詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
１
０　

23
局
０
１
８
０

　

次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
５
月
23
日
、
豊
橋
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ

ブ
（
会
長 

大
塚
祥
予
様
）
か
ら
、
地
域

社
会
へ
の
貢
献
の
た
め
絵
本
「
オ
ッ
ト

ー 

〜
戦
火
を
く
ぐ
っ
た
テ
デ
ィ
ベ
ア
〜
」

24
冊
。

▼
５
月
29
日
、
医
療
法
人 

関
歯
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
院
長 

関
志
乃
武
様
か
ら
、
金

７
万
９
０
０
０
円
。

▼
６
月
３
日
、
蒲
郡
信
用
金
庫
様
か
ら
、

産
業
振
興
の
た
め
金
１
０
０
万
円
。

▼
６
月
６
日
、
有
限
会
社
マ
ー
コ 

青
山

房
生
様
か
ら
、
金
４
万
７
０
０
０
円
。

介
護
保
険
料
と
合
わ
せ
た
保
険
料
額
が
、

年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
場
合
は
引

き
落
と
し
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
年
金
か
ら

の
引
き
落
と
し
に
な
ら
な
い
方
は
、
口
座

振
替
や
納
付
書
な
ど
で
個
別
に
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。（
普
通
徴
収
）

□
保
険
料
の
納
期

▼
特
別
徴
収
＝
平
成
18
年
の
所
得
で
仮
算

定
し
た
保
険
料
を
４
月
・
６
月
・
８
月
、

平
成
19
年
の
所
得
で
本
算
定
し
た
保
険
料

を
10
月
・
12
月
・
２
月
の
年
金
か
ら
引
き

落
と
し　

▼
普
通
徴
収
＝
７
月
か
ら
翌
年

２
月
ま
で
の
計
８
回
で
納
付

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
３
５
１
４　

23
局
０
１
８
０

長
寿（
後
期
高
齢
者
）医
療
の

　
　
　

保
険
料
が
決
定
し
ま
す

省
エ
ネ
改
修
工
事
に
伴
う

　
　
　

固
定
資
産
税
の
減
額

保険料額 均等割額
40,175円

所得割額
（総所得金額等－330,000円）×0.0743＝ ＋

総所得金額等の
合計が33万円
以下の世帯

総所得金額等の
合計が33万円
＋24.5万円×
（世帯主でない
被保険者数）以
下の世帯

総所得金額等
の合計が33万
円＋35万円×
（被保険者数）以
下の世帯

⬇ ⬇ ⬇
均等割額を
７割減額

（12,052円）

均等割額を
５割減額

（20,087円）

均等割額を
２割減額

（32,140円）
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■保険料の計算方法

■保険料（均等割額）の減額



◉
７
月
27
日
日

あ
つ
ま
れ
得
す
る

　

サ
マ
ー
フ
ェ
ア
２
０
０
８

　

５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
６
６
９

◉
７
月
29
日
火
〜
８
月
３
日
日

サ
ー
フ
ィ
ン
世
界
大
会

　

５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
観
光
協
会
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

◉
８
月
３
日
日

第
３
回
田
原
市
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

並
び
に
平
成
20
年
度
田
原
市
中
学
校

陸
上
競
技
大
会

時
間
▼
午
前
８
時
30
分
開
会
、
午
前
９
時

競
技
開
始

場
所
▼
白
谷
海
浜
公
園
陸
上
競
技
場

種
目
▼

【
小
・
中
学
校
の
部
】
各
学
校
に
て
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

【
高
校
・
一
般
の
部
】
※
抜
粋

　

男
子
＝
１
０
０
Ｍ
、
２
０
０
Ｍ
、
４
０
０

Ｍ
、
８
０
０
Ｍ
、
１
１
０
MH
、
５
０
０
０

Ｍ
、
４
×
１
０
０
MR
、
走
幅
跳
、
走
高
跳
、

砲
丸
投
／
女
子
＝
１
０
０
Ｍ
、
２
０
０

Ｍ
、
８
０
０
Ｍ
、
１
０
０
MH
、
４
×

１
０
０
MR
、
走
幅
跳
、
走
高
跳
、
砲
丸
投

参
加
資
格
▼
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
者

表
彰
▼
各
種
目
１
位
〜
３
位

申
込
方
法
▼
７
月
18
日
（
金
）
午
後
５
時

ま
で
に
小
学
生
・
一
般
は
田
原
市
体
育

協
会
（
小
学
生
は
大
会
打
ち
合
わ
せ
時

に
田
原
中
学
校
で
も
可
）、
中
学
生
は

田
原
中
学
校
、
高
校
生
は
渥
美
農
業
高

校
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
体
育
協
会（
田
原
文
化
会
館
内
）

☎
22
局
６
０
６
３

◉
８
月
10
日
日
〜
11
日
月

わ
く
わ
く
キ
ャ
ン
プ

〜
自
然
・
冒
険
・
友
達
づ
く
り
〜

　

江
比
間
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
で
は
、
１

泊
２
日
の
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
し
ま
す
。
み

ん
な
で
炊
飯
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
を
し

て
「
夏
休
み
の
思
い
出
」
を
つ
く
り
ま
せ

ん
か
？

対
象
▼
小
学
４
〜
６
年
生

日
時
▼
８
月
10
日
（
日
）
午
後
１
時
〜
11

日
（
月
）
午
前
11
時

場
所
▼
江
比
間
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

参
加
費
▼
１
人
５
０
０
円（
食
材
料
費
な
ど
）

持
ち
物
▼
米
２
合
、軍
手
、帽
子
、長
袖
長

ズ
ボ
ン
、水
筒
、懐
中
電
灯
、雨
具
な
ど

服
装
▼
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

定
員
▼
20
名
程
度
（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

申
し
込
み
▼
７
月
31
日
（
木
）
ま
で
に
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
保
護
者
の

氏
名
を
明
記
）

▼
江
比
間
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

☎
37
局
１
０
２
５　

37
局
１
２
８
７

　田原市博物館・財団法人崋山会では、郷土の偉人渡辺崋山をも
っと知っていただくために、毎月11日に講座を開催しています。
申し込みは不要です。当日時間までに会場へお越しください。

▼対象＝一般　 ▼時間＝午前８時45分～９時30分

▼場所＝崋山会館　 ▼受講料＝無料　

７月11日金
「虎の尾を履

ふ

む　蛮社の獄に関わった人々」
講師：吉川 利明さん
（豊丘高等学校昭和63年退職、『渡辺崋山集』『豊橋百科事典』等編集）

８月11日月
「崋山が出会った人物―天保２年『游

ゆう

相
そう

日記』から」
講師：加藤 克己さん
（成章高等学校教諭、崋山・史学研究会員）

９月11日木
「崋山が出会った人物―挙

ころ

母
も

藩（現豊田市）士竹村悔
かい

斎
さい

」
講師：山田 哲夫さん
（田原市文化財保護審議会委員、崋山・史学研究会員）

　※10月以降の詳細は、あらためてお知らせします。

お問い合わせ◉田原市博物館 ☎22局1720

月
の
イ
ベ
ン
ト

7

月
の
イ
ベ
ン
ト

8
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講座「渡辺崋山を知るために」



◉
８
月
22
日
金　

※
予
備
日
＝
８
月
27
日
水

三
河
港
子
ど
も
ク
ル
ー
ズ
２
０
０
８

出
航
時
間
▼
①
午
前
９
時
〜
正
午
②
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分（
10
分
前
集
合
）

出
航
場
所
▼
愛
知
海
運
田
原
マ
リ
ー
ナ

内
容
▼
大
型
ク
ル
ー
ザ
ー
に
乗
っ
て
、
海

上
か
ら
田
原
臨
海
部
を
見
学
し
ま
す
。

ま
た
、
水
質
実
験
や
ス
ナ
メ
リ
観
察
を

し
な
が
ら
、
海
の
環
境
を
学
び
ま
す
。

月
５
日
（
火
）
ま
で
に
提
出

▼
環
境
衛
生
課

☎
23
局
３
５
４
１　

23
局
０
６
６
９

遂に発動！歌舞伎ルネサンス
応挙の幽霊
出演：坂口良子、沢竜二ほか
日 時　７月12日（土） 
　　　　　午後６時30分開演（30分前開場）
場 所　田原文化会館文化ホール
入 場 料　3,500円（当日500円増）
　　　　　高校生以下500円引
　　　　　　  ※未就学児のご入場はご遠慮ください。

チケット　田原文化会館にて販売中
問 合 先　田原文化会館 ☎22局6061

★チケット売り切れの際はご容赦ください
前売券が完売した場合、当日券の販売はありません。

全席指定のイベントのチケットは、開催会場のみの販売となります。

★託児サービス（先着10名・おやつをご持参ください）
各イベントの10日前までに、生涯学習課までお申し込みください。

第２回田原市民コンサート
加藤訓子コンサート
　豊橋市出身で、世界を舞台に活躍
する打楽器奏者の一人、加藤訓子さ
んの演奏をお楽しみください。

日 時　７月21日（祝） 午後２時開演 （30分前開場）７月21日（祝） 午後２時開演 （30分前開場）
場 所　田原文化会館文化ホール
入 場 料　1,000円　高校生以下500円引
チケット　田原・赤羽根・渥美文化会館にて販売中
問 合 先　生涯学習課 ☎23局3531

アコースティックナイト in 田原
　２００４年秋から始まった大好評の伊勢正三・太田
裕美・大野真澄のライブがお楽しみいただけます。

日 時
　　　　　（30分前開場）
場 所　渥美文化会館文化ホール
入 場 料　4,500円（当日500円増）
　　　　　　  ※未就学児のご入場はご遠慮ください。

チケット　渥美文化会館にて販売中
問 合 先　渥美文化会館 ☎33局1000

対
象
▼
市
内
の
小
学
４
〜
６
年
生
と
そ
の

保
護
者

定
員
▼
各
回
50
名
（
保
護
者
は
１
組
あ

た
り
２
名
ま
で
／
子
ど
も
の
み
の
参
加

可
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
方
法
▼
申
込
書
（
小
学
校
で
配
布
ま

た
は
企
業
立
地
担
当
・
環
境
衛
生
課
に

設
置
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
８

母子家庭の就業相談
お気軽にご相談ください

７月10日木

　時 間 ▼午後１時30分
　　　　　　　～３時30分
　場 所 ▼田原福祉センター

　 ▼児童課☎23局3513
　　　　　　23局3545

EVENT
チケット販売・お問い合わせ

田原文化会館　☎22局6061　　22局6455
赤羽根文化会館　☎45局3939　　45局3901
渥美文化会館　☎33局1000　　34局1010

田原・赤羽根・渥美

文化会館・文化ホール

7/12全席指定

7/21
全席自由

8/3

全席指定

▲坂口良子

▲太田裕美
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チケット
販売中

チケット
販売中

チケット
販売中



訪問日

13:20～14:10

13:20～14:10

14:30～15:30

14:30～15:30

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

13:20～14:10

14:30～15:30

14:30～15:30

13:20～14:10

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

 7/ 3[木]・ 7/17[木] 

 7/ 8[火] 

 7/ 8[火]

 7/10[木]

 7/ 2[水]・ 7/16[水] 

 7/ 1[火]・ 7/15[火] 

 7/17[木]

 7/ 2[水]・ 7/16[水] 

 7/10[木]

 7/ 3[木]

 7/ 9[水]

 7/ 9[水]

 7/ 9[水]

 7/ 9[水]

 7/ 3[木]・ 7/17[木]

 7/ 3[木]・ 7/17[木]

 7/15[火]

 7/15[火]

 7/ 2［水］・ 7/16[水]

 7/ 2［水］・ 7/16[水]

六連小

神戸小

大草小

田原東部小

田原南部小

童浦小

田原中部小

衣笠小

野田小

高松小

赤羽根小

若戸小

和地小

堀切小

伊良湖小

亀山小

中山小

福江小

清田小

泉小

い
ず
み
号

や
し
の
実
号

移動図書館巡回日程●７・８月

図書館休館日

７月

８月

ステーション 訪問時間

４日［月］・８日［金］・11日［月］・18日[月]・25日[月]

７日［月］・11日［金］・14日［月］・22日［火］・28日[月]
一般展示コーナー◎７月
「ニーハオ！中国」
 （７月１２日［土］～８月７日［木］）
田原市の姉妹都市「昆山市」がある中国のことを知って、まもな
く開催される北京オリンピックを何倍も楽しみましょう！
こどもしつ展示コーナー◎７月こどもしつ展示コーナー◎７月
「なつやすみには　この本！」「なつやすみには　この本！」
（（７月１２日［土］～８月３１日［日］）

夏休みだから読んでほしい本がいっぱい！夏休みだから読んでほしい本がいっぱい！

えほんだいすき！（田原市図書館ボランティア） ★
日時／７月20日(日)　14:00～
おはなしの部屋（くぬぎの会） ★
日時／7月5日（土） 15:00～／８月２日(土) 15:00～
ぴよぴよおはなし会 ☆
日時／７月９日（水）　10:30～／11:00～
こりすの部屋（くぬぎの会） ☆
日時／７月15日（火）　10:30～

場所／中央図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・手遊びなど
対象／★幼児～小学生　☆乳幼児（親子）

おはなし会（赤羽根えほんの会・図書館） 
日時／7月20日（日） 13:30～／8月2日（土） 10:30～

場所／赤羽根図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・紙芝居など
対象／乳幼児～小学生

おはなし会（てのひらの会・図書館） 
日時／毎月第１・第２・第４土曜日　14:00～

場所／渥美図書館おはなしコーナー
内容／読み聞かせ
対象／乳幼児～小学生

さ
あ
夏
休
み

図
書
館
へ
行
こ
う
！

　

い
よ
い
よ
暑
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
夏

休
み
を
待
ち
遠
し
く
し
て
い
る
君
た
ち
。

予
定
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
か
。
図
書
館
で

は
い
ろ
い
ろ
な
催
し
も
の
を
準
備
し
て
、

皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◉
中
央
図
書
館

＊
７
月

＊
７
月
2727
日（
日
）

（
日
）リ
サ
イ
ク
ル・ブ
ッ
ク・

　

オ
フ
ィ
ス
に
よ
る
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル

＊
７
月

＊
７
月
2929
日（
火
）

（
火
）か
が
く
あ
そ
び

　
「
く
ら
や
み
で
ひ
か
る
ス
ラ
イ
ム
」

＊
８
月
２
日

８
月
２
日（
土
）

（
土
）図
書
館
６
歳
の
誕
生
会

＊
８
月

＊
８
月
1010
日（
日
）

（
日
）〜
1111
日（
月
）

（
月
）

　
「
渥
美
半
島
の
戦
争
遺
跡
を
め
ぐ
る
」

　
（
講
義
と
見
学
）

◉
渥
美
図
書
館

＊
８
月

＊
８
月
1919
日（
火
）

（
火
）〜
2121
日（
木
）

（
木
）

　

子
ど
も
一
日
司
書
体
験

＊
８
月
３
日

＊
８
月
３
日（
日
）

（
日
）夏
休
み
手
作
り
教
室

　
「
牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
を

　

つ
く
ろ
う
」

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
工
作
や
実
験
の
本

の
展
示
、
お
は
な
し
会
な
ど
い
つ
も
以

上
に
楽
し
い
こ
と
て
ん
こ
盛
り
で
す
。

ぜ
ひ
、
夏
休
み
の
予
定
表
に
い
れ
て
お

い
て
下
さ
い
ね
！

　

詳
し
く
は
図
書
館
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

平成20年7月1日 　  　　　　　　　　│ 24 │



　

熱
中
症
と
は
、
暑
い
環
境
下
で
体
温
が

上
昇
す
る
こ
と
で
、
体
内
の
水
分
や
塩
分

が
減
少
し
、
脳
へ
の
血
流
が
不
足
し
た
状

態
で
す
。
頭
痛
や
嘔お

う
と吐

、
め
ま
い
や
だ
る

さ
を
感
じ
、
さ
ら
に
ひ
ど
く
な
る
と
、
意

識
障
害
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

❖
ど
ん
な
時
に
起
こ
る
？

　

炎
天
下
で
の
ス
ポ
ー
ツ
や
高
温
の
環

境
に
お
け
る
労
働
な
ど
で
起
こ
る
こ
と

が
多
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
直
射

日
光
に
当
た
ら
な
い
場
所
で
も
、
湿
度

が
高
く
、
風
が
弱
い
こ
と
で
体
の
熱
が

逃
げ
に
く
い
状
況
に
な
っ
た
時
に
起
こ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
発
汗
機
能
が
低

い
高
齢
者
や
乳
幼
児
、
ま
た
肥
満
の
人

も
皮
下
脂
肪
が

多
い
と
熱
が
こ

も
り
や
す
い
の

で
注
意
が
必
要

で
す
。

❖
熱
中
症
を
防
ご
う

●
体
調
を
整
え
る

　

睡
眠
不
足
や
風
邪
気
味
の
時
は
、
暑

　

い
日
中
の
外
出
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

●
室
内
の
暑
さ
を
避
け
る

　

風
通
し
を
良
く
し
、
す
だ
れ
や
カ
ー

　

テ
ン
な
ど
で
直
射
日
光
を
防
ぎ
、
冷

　

房
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
こ
ま
め
に
水
分
補
給

●
服
装
に
注
意

　

通
気
性
の
良
い 

　

服
装
で
、
日
傘

　

や
帽
子
を
活
用

　

し
ま
し
ょ
う
。

❖
高
齢
者
や
子
ど
も
は
特
に
注
意

　

子
ど
も
の
場
合
は
、
汗
を
ど
の
く
ら

い
か
い
て
い
る
か
、
尿
は
き
ち
ん
と
出

て
い
る
か
な
ど
、
様
子
を
み
て
水
分
を

取
ら
せ
ま
す
。
ま
た
帽
子
を
か
ぶ
せ
、

時
々
日
陰
で
休
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
の
方
は
一
般
的
に
体
内
水
分

量
が
少
な
い
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
汗
を
か

い
て
い
な
い
よ
う
で
も
、
脱
水
症
状
を

起
こ
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
寝
る
前
に
は
必
ず
、
起
き
た
時
に

も
意
識
し
て
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
の
夏
も
暑
く
な
り
そ
う
で
す
。

熱
中
症
に
気
を
つ
け
て
、
暑
い
夏
を
乗

り
切
り
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
に
注
意

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く 8：30～ 17：00）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

母子健康手帳交付 毎週月曜日（祝日を除く）
13：30～ 15：00

田原市役所
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子健康手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

パパママスクール
（クッキングコース） 8月 19日（火） 　9：50～ 10：00 田原福祉センター 妊娠中の方（予約制）

貧血予防の調理実習、栄養の話、交流会

離乳食教室
8月　1日（金） 　9：50～ 10：00 田原福祉センター ５～６か月児とその保護者（予約制）

離乳食講習と保育の話、歯の話8月21日（木） 　9：50～ 10：00 あつみライフランド

健康相談 8月　4日（月） 　9：00～ 10：30 あつみライフランド 身体計測、育児・栄養相談
健康に関する相談（成人・乳幼児対象）

育児相談 8月　8日（金） 　9：30～ 10：30 田原福祉センター 身体計測、育児・栄養相談（乳幼児対象）8月22日（金） 　9：30～ 10：30 赤羽根福祉センター

心とからだの健康相談 8月 28日（木） 10：00～ 11：30 田原福祉センター 健康に関する相談、健診結果に関する相談
（成人対象）

●インフォメーション

●休日当直医
月　日 当直医 電話番号

７月　６日（日）

かわせ小児科 ☎22局1230
昭和医院 ☎32局3749
ふくい眼科 ☎22局5878
花井歯科医院 ☎23局1661

７月１３日（日）

百瀬クリニック ☎22局7777
山本医院 ☎45局2203
山本耳鼻咽喉科 ☎24局4100
藤井歯科医院 ☎45局2123

７月２０日（日）
國見医院 ☎22局0756
津金医院 ☎33局0222
田原歯科クリニック ☎23局1626

７月２１日（祝）
北山クリニック ☎23局3946
朽名医院 ☎33局0162
伊藤歯科医院 ☎22局1104

月　日 当直医 電話番号

７月２７日（日）
富永医院 ☎23局1316
渡会医院 ☎45局2516
ヒラノデンタルオフィス ☎22局6477

８月　３日（日）

永井医院 ☎22局0227
藤岡医院 ☎32局1515
きまた眼科 ☎23局1092
金田歯科医院 ☎24局1800

８月１０日（日）
ふれあいばし診療所 ☎29局2500
岡田医院 ☎37局0001
歯科尾崎医院 ☎22局0684

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00

夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22局2131
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温
暖
化
防
止
に
向
け
て

７
月
７
日
か
ら
９
日
に
か
け
て
、
北

海
道
洞と

う
や
こ

爺
湖
地
域
で
サ
ミ
ッ
ト
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
サ
ミ
ッ
ト
で
は
環
境
問

題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
世
界
全
体
で
地
球

温
暖
化
を
く
い
止
め
る
た
め
の
対
策
が
話

し
合
わ
れ
ま
す
。

日
本
は
、
１
９
９
７
年
に
議
決
さ
れ
た

地
球
温
暖
化
防
止
を
約
束
し
た
京
都
議
定

書
で
「
２
０
１
０
年
ま
で
に
温
暖
化
の
原

因
と
な
る
Ｃ
Ｏ
２
を
６
％
減
ら
す
（
90
年

度
比
）」と
い
う
目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
６
％
も
増
え
て
し
ま
っ
て
い
る

の
が
現
状
で
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
一

層
の
努
力
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◉
田
原
市
の
取
組
み

　

田
原
市
で
は
「
た
は
ら
エ
コ・
ガ
ー
デ

ン
シ
テ
ィ
推
進
計
画
」を
定
め
、「
２
０
１
０

年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
を
10
％
減
ら

す
」
と
い
う
国
よ
り
も
高
い
目
標
を
掲
げ
、

様
々
な
分
野
で
省
エ
ネ
な
ど
の
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
ま
す
。　

　

未
来
の
地
球
を
決

め
る
の
は
、
現
在
生

き
て
い
る
私
た
ち
。

次
の
世
代
に
美
し
い

地
球
を
引
き
継
い
で

い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室
☎
23
局
７
４
０
１

　

 http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp

❖
今
月
の
エ
コ
ラ
イ
フ
標
語

　

こ
の
ま
ま
じ
ゃ

　

ち
き
ゅ
う
の
い
の
ち　

あ
ぶ
な
い
よ

○家　庭　毎日の省エネ・省資源
○産　業　機器の省エネ化、効率化
○運　輸　エコドライブ、公共交通機関の利用
○その他　エコエネルギーの導入

【
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
構
想
】

27

ゴミゴミンと
リサイクル
レンジャー

今
回
は
、ご
み
を
出
す
と
き
に
気
を
つ
け
て
ほ
し
い
こ
と

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

●
も
や
せ
る
ご
み

生
ご
み
は
、し
っ
か
り
水
切
り
を
し
て
く
だ
さ
い
。

金
属
な
ど
、も
や
せ
な
い
も
の
は
取
り
外
し
て

く
だ
さ
い
。

●
も
や
せ
な
い
ご
み

も
や
せ
な
い
ご
み
で
出
せ
る
大
き
さ
の
目
安
は

　

㎝
。　

㎝
以
上
の
も
の
は
粗
大
ご
み
で
す
。直

接
各
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
傘
や
杖
な
ど
は
、も
や
せ
な
い
ご
み
で
す
。

●
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
類
、ト
レ
イ

す
す
い
で
乾
か
し
て
く
だ
さ
い
。

※
中
身
が
入
っ
て
い
る
も
の
は
出
せ
ま
せ
ん
。

●
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

す
す
い
で
乾
か
し
て
か
ら
、つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

※
中
身
が
入
っ
て
い
る
も
の
は
出
せ
ま
せ
ん
。

●
缶（
ア
ル
ミ
、ス
チ
ー
ル
）

す
す
い
で
乾
か
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
プ
レ
ー
缶
は
穴
を
あ
け
て
く
だ
さ
い
。

※
中
身
が
入
っ
て
い
る
も
の
は
出
せ
ま
せ
ん
。

●
び
ん

す
す
い
で
乾
か
し
て
く
だ
さ
い
。

ふ
た
は
、金
属
や
も
や
せ
な
い
ご
み
な
ど
に
分

別
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
紙
類

異
物
は
取
り
除
い
て
種
類
ご
と
に

分
け
て
ひ
も
で
縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
布
類

洗
濯
を
し
て
汚
れ
を
落
と
し
て
く

だ
さ
い
。

ひ
も
で
縛
る
か
、緑
色
の
指
定
袋

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

●
小
物
金
属

金
属
以
外
の
も
の
で
取
り
外
せ
る

も
の
は
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
清
掃
管
理
課

　

23
局
３
５
３
８

　

23
局
０
４
８
８

　

日
ご
ろ
か
ら
気
を
つ
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。お
問
い

合
わ
せ
は
清
掃
管
理
課
へ
。

40

40

３

温暖化を防ぐには？

省エネや省資源等に取り組み
エネルギーの量エネルギーの量を減らす

田原市の取り組み
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地
震
だ
！　
そ
の
と
き
ど
う
す
る
？　
⑥
屋
外
―
乗
り
物
―

38

防
災
ま
め
知
識

こ
ん
に
ち
は
、〝
の
り
り
ん
〞
で
す
。

突
然
地
震
が
発
生
し
た
と
き
身

を
守
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の

か
、シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

◉
乗
り
物
に
乗
っ
て
い
る
と
き

車
を
運
転
し
て
い
る
と
き

地
震
が
発
生
し
た
ら
…

　

急
ブ
レ
ー
キ
は
大
事
故
の
原
因
に
な

り
ま
す
。
ハ
ン
ド
ル
を
し
っ
か
り
と
握

り
、
徐
々
に
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、
道

路
の
左
側
に
停
車
し
て
、
エ
ン
ジ
ン
を

切
り
ま
す
。
揺
れ
が
収
ま
る
ま
で
車
外

に
は
出
ず
、
冷
静
に
周
囲
の
状
況
を
確

認
し
な
が
ら
、
カ
ー
ラ
ジ
オ
で
情
報
を

収
集
し
ま
し
ょ
う
。

　

避
難
が
必
要
と
な
り
、
車
を
離
れ
る

と
き
は
、
車
検
証
な
ど
の
貴
重
品
を
忘

れ
ず
に
持
っ
て
、
窓
を
閉
め
ま
す
。
緊

急
時
に
車
を
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
キ
ー
は
つ
け
た
ま
ま
に
し
、

ド
ア
を
ロ
ッ
ク
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

バ
ス
の
中
に
い
る
と
き

地
震
が
発
生
し
た
ら
…

　

座
席
に
座
っ
て
い
る
場
合
は
、
前
か
が

み
に
な
っ
て
、
前
の
座
席
の
背
も
た
れ
を

し
っ
か
り
つ
か
み
ま
す
。
立
っ
て
い
る
場

合
は
、
つ
り
革
や
手
す
り
に
両
手
で
し
っ

か
り
つ
か
ま
る
か
、
し
ゃ
が
み
こ
ん
で
座

席
の
脚
に
し
が
み
つ
く
よ
う
に
し
ま
す
。

　

揺
れ
が
収
ま
っ
て
、
バ
ス
が
止
ま
っ
て

も
、
勝
手
に
非
常
コ
ッ
ク
を
開
け
て
車
外

に
出
た
り
、
窓
か
ら
飛
び
降
り
た
り
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
運
転
手
の
指
示
に
従
っ

て
、
落
ち
着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。
車

外
に
避
難
す
る
と
き
に
は
、
他
の
車
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
防
災
対
策
室
☎
23
局
３
５
４
８

そのときそのとき

どうする
!?

どうする
!?

そのときそのとき

どうする
!?

どうする
!?

23件（114件）

29人（124人）

0人（2人）

121件（585件）

2件（13件）

139件（838件）

侵 入 盗●

乗 物 盗●

非侵入盗●

火災●

救急●

人身●

負傷●

死亡●

物損●

窃盗犯罪発生件数

火災・救急件数

交通事故発生件数

1件（13件）

14件（43件）

9件（42件）

※（　）内の数字は平成20年の累計

75歳以上のドライバーは
「もみじマーク」をつけましょう

5月

詳しくは…●児童課（市役所内）　☎23局3513
児童館だよりをご覧ください。
※保育園・幼稚園・福祉センター・児童課にあります。

７日（月）、14日（月）、
22日（火）、28日（月）

７ 月のお休み

・工
こう

作
さく

ランド
 『おもちゃをつくろう』
開催期間●７月８日（火）～７月31日（木）
平日 ▼午後１時30分～４時10分
土・日・祝日・夏休み ▼午後１時30分～
　　　　　　　　　　３時30分

・絵
え

本
ほん

の読
よ

み聞
き

かせ
日時●７月17日（木）
幼児向け幼児向け ▼▼午前10時30分～午前10時30分～

・実験教室
日時●７月９日（水）、25日（金）

・７月のチャレンジ

▼ハンドで25

・映
えい

画
が

会
かい

【児童センター】
日時●７月20日（日） 午後１時30分～

・子
こ

育
そだ

て講
こう

座
ざ

（児童センターのみ開催）

日時●７月16日（水） 午前10時～

田原児童センター☎23局4761／西部児童館☎25局0211
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ICAボランティア　青年海外協力隊
　青年海外協力隊は、「自分が持っている技術や
知識、経験を、開発途上国の人々のために活かした
い」と望む青年を開発途上国へ派遣するＪＩＣＡ
（国際協力機構）の事業です。派遣された青年は、２
年間、現地で各専門分野を活かしたボランティア
活動を行います。

◉福江中・鳥居達也先生がエクアドルへ
　６月23日（月）、福江中学校の英語教師・鳥居達也
さんが、青年海外協力隊員としてエクアドルへ出
発しました。平成22年３月まで現地の小学校の教
壇に立ち、子どもたちに算数などを教えます。
　エクアドルの小学校では、統一されたカリキュ
ラムや指導法が確立されていないのが現状です。
鳥居さんは子どもたちのほか、現地の先生の技能
向上にも取り組みます。

【評】傘の柄をしっ

かり持っている“手”

が、大きく力強く描

けています。笑顔や

髪型もそっくりで、

雨に見立てて青や

黄色の紙を貼った

ところも、とても工夫

されています。

●第一保育園

岩田晃希  くん（５歳）

「スイミー」という絵本を読んで、自分の想像した魚を作りました。

【評】白谷海浜公園に行って海を見たり、魚の図鑑も見たり

して、イメージが膨らみました。形や模様がとても鮮やかで、

海藻の間を元気に泳ぎ回っている魚ができましたね。

●第一保育園

河合静香 ちゃん（５歳）

●東部中学校３年

荒木仁志  くん

●東部中学校３年

植田睦美 さん

い うみ み みさかな

もよう

ずかんしろやかいひんこうえん

えほん

こう　　き

むつ　　み ひと　　し

しず　　か

じぶん さかな つくそうぞうよ

ふく かたち あざ

かいそう あいだ げんき およ まわ さかな

ひょう

雨の日に、傘をさして歩いて嬉しかったです。

え

えが

ても

おお ちからづよ

かさ

あめ ひ かさ うれある

えがお

かみがた

あめ み　た あお

きいろ かみ は

くふう

ひょう

【評】細かいところまでよく
見て１４歳の自分を点で表
現することができました。

【評】光や影になっている部
分を特に意識することによ
って、立体感を出すことがで
きました。

「自画像」「自画像」

 中泉

 　久
江

 先
生

このコーナーでは、国内外合わせて７つある田原
市の姉妹・友好都市などの情報をお届けします。

▼企画課２３局３５０７

0

25

50

75

100

0

5

10

15

20

■宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率
水がたくさん必要な季節です。節水を心掛け大切に使いましょう。

宇連ダム・大島ダム
調整池の貯水率

節水注意線

6/20現在
92.1％

■市内４河川の水質調査結果
夏の始まり！水に接する機会も増えています。
子どもたちが安心して遊べるキレイな川にしましょう。

汐川
蜆川
今池川
天白川

９月

3/1 3/10 3/20 4/1 4/10 4/20 5/1 5/10 5/20 6/1 6/10 6/20

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

加入補助をしています

■街角ネットたはら

毎日６回放送（内容は２週間ごとに更新）
①7：40 ②12：40 ③15：40 ④18：40 ⑤22：40 ⑥24：40
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

■田原ほっとらいん
毎週土・日曜日
１日５回放送

（次回の放送は８月を予定）

放送日 内　容

～7/ 9 しおさい大学「足つぼマッサージ」
活き活き農業セミナー（春夏野菜コース）

7/10～7/23 世界へ発信！田原産アールスメロン
裁判員制度がわかる「模擬裁判」

7/24～8/ 6 ぐるりんバスで出かけよう！
赤羽根小学校　ボディーボード体験学習

【鳥居達也さんのプロフィール】

　福江中学校で英語教
師 を 務 め る 鳥 居 先 生
は、トライアスロン伊良
湖大会に３度出場する
など、体力にも自信を持
ったスポーツマン。教
員生活10年の節目を機
に、中学校のころから夢
であった協力隊参加へ
の応募を決めたそうで
す。「現地では、日本で身
につけた技能と持ち前の体力を生かし、子どもたちに
学ぶ楽しさを伝えてきたい」と、意気込みを語ってく
れました。

あなたも国際協力活動に参加してみませんか？
※詳しくはJICAホームページをご覧ください。

　 http://www.jica.go.jp/Index-j.html
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【評】傘の柄をしっ

かり持っている“手”

が、大きく力強く描

けています。笑顔や

髪型もそっくりで、

雨に見立てて青や

黄色の紙を貼った

ところも、とても工夫

されています。

●第一保育園

岩田晃希  くん（５歳）

【評】白谷海浜公園に行って海を見たり、魚の図鑑も見たり

して、イメージが膨らみました。形や模様がとても鮮やかで、

海藻の間を元気に泳ぎ回っている魚ができましたね。

●第一保育園

河合静香 ちゃん（５歳）

●東部中学校３年

荒木仁志  くん

●東部中学校３年

植田睦美 さん

い うみ み みさかな

もよう

ずかんしろやかいひんこうえん

えほん

こう　　き

むつ　　み ひと　　し

しず　　か

じぶん さかな つくそうぞうよ

ふく かたち あざ

かいそう あいだ げんき およ まわ さかな

ひょう

え

えが

ても

おお ちからづよ

かさ

あめ ひ かさ うれある

えがお

かみがた

あめ み　た あお

きいろ かみ は

くふう

ひょう

【評】細かいところまでよく
見て１４歳の自分を点で表
現することができました。

【評】光や影になっている部
分を特に意識することによ
って、立体感を出すことがで
きました。

「自画像」「自画像」

 中泉

 　久
江

 先
生
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愛
知
県
教
育
会
発
刊
の
『
尾
三
文
化
史

談
』（
昭
和
６
〜
11
年
）
と
い
う
雑
誌
を

見
て
い
た
と
こ
ろ
、
気
に
な
る
記
事
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
田
原
市
出
身
の

伊
奈
森
太
郎
が
記
し
た
「
福
江
町
の
信

仰
遺い

せ
き蹟

」
と
い
う
レ
ポ
ー
ト
で
す
。
特
に

興
味
を
持
っ
た
の
は
亀
山
町
の
石
堂
山
の

メ
ン
ヒ
ル
（
先
史
時
代
の
巨
石
記
念
物
・

立り
っ
せ
き石

）の
探
索
で
す
。
文
に
は
高
さ
二
間
、

幅
三
間
も
あ
る
大
岩
を
、鳥
居
龍り

ゅ
う
ぞ
う

蔵
が「
亀

山
の
メ
ン
ヒ
ル
」
と
称
し
た
と
し
て
い
ま

す
。
鳥
居
は
当
時
の
考
古
学
、
民
族
学
の

日
本
の
大
家
で
、
昭
和
４
年
１
月
に
渥
美

半
島
に
調
査
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

今
は
周
囲
が
茂
っ
て
い
て
よ
く
見
え
ま

せ
ん
が
、そ
の
岩
は
人
工
的
と
い
う
よ
り
、

自
然
の
も
の
と
言
え
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
姿
か
ら
は
信
仰
的
な
力
を
感
じ
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
石
の
塔
の
形
を
し
て
い

た
か
ら
「
石
塔
山
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る

た
め
、
い
ず
れ
に
し
て
も
信
仰
に
深
く
か

か
わ
り
の
あ
る
地
名
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
こ
の
石
堂
山
か
ら
は
鏡
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
言
い
伝
え
に
よ
る
と
計

７
、８
枚
見
つ
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
う
ち
最
も
状
態
の
良
い
一
枚
が
享
保

11
年（
１
７
２
６
）に
豊と

し
ま島

神
社
に
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
鏡
が
見
つ
か
っ
た
状
況

か
ら
、
経
塚
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

鏡
は
直
径
10
．
９
㎝
白
銅
製
で
、
平
安

時
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
現
在
の

鏡
は
、
形
を
映
す
だ
け
の
も
の
で
す
が
、

昔
は
霊
的
な
力
が
期
待
さ
れ
た
も
の
で

す
。
ま
た
、
金
属
の
鏡
は
常
に
磨
か
な
け

れ
ば
輝
き
を
保
て
な
い
の
で
、
鏡
と
人
と

の
関
係
は
昔
と
今
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な

い
ほ
ど
深
い
も
の
で
し
た
。

こ
の
鏡
は
、『
萩は

ぎ
す
す
き
ひ
き
ん
き
ょ
う

薄
飛
禽
鏡
』
と
い
う

名
前
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
名

の
と
お
り
円
形
の
区
画
に
ハ
ギ
と
ス
ス
キ

を
中
心
に
配
し
、
紐ひ

も

通
し
の
突
起
の
ま
わ

り
に
、
２
羽
の
鳥
が
戯た

わ
むれ

な
が
ら
飛
ん
で

い
ま
す
。
鳥
は
中
国
的
な
お
め
で
た
い
文

様
で
す
が
、
ス
ス
キ
、
ハ

ギ
な
ど
は
日
本
的
な
文
様

で
す
。
単
純
化
さ
れ
た
線

で
す
が
、
先
に
紹
介
し
た

「
秋あ

き
く
さ
も
ん
こ

草
文
壺
」
が
描
く
花

鳥
画
の
世
界
と
同
じ
も
の

と
言
え
る
の
で
す
。
保
存

状
態
も
大
変
よ
く
、
現
在

も
神
秘
的
な
輝
き
を
失
っ

て
い
ま
せ
ん
。

さ
て
、
亀
山
の
由
来
に

つ
い
て
は
、『
渥
美
町
史
』

に
は
「
カ
ミ
（
神
）
山
」
と
、

▲萩
はぎすすきひきんきょう

薄飛禽鏡（田原市指定文化財）

カ
ミ
の
山
か
ら
見
つ
か
っ
た
鏡

　
　

〜
亀
山
町
石い
し
ど
う
さ
ん
き
ょ
う
づ
か

堂
山
経
塚
〜

▲亀山町「石堂山」

「
天
白
川
上
流
の
蓬ほ

う
ら
い莱

の
地
」
を
示
す
も
の

の
２
説
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
亀
自
体

に
も
霊
的
な
意
味
合
い
が
あ
り
、
聖
地
と

し
て
の
名
を
由
来
と
し
た
も
の
で
し
ょ
う
。

伊
良
湖
沖
の
「
神
島
」
は
、
伊
勢
湾
の
海

上
交
通
の
安
全
を
「
カ
ミ
」
に
願
っ
た
祭

り
が
行
わ
れ
た
「
カ
ミ
」
の
島
で
す
。
こ

の
「
カ
ミ
島
」
に
通
じ
る
「
カ
ミ
山
」
も

渥
美
半
島
の
歴
史
の
謎
を
解
く
重
要
な
場

所
で
す
。
こ
の
「
カ
ミ
」
の
い
ま
す
山
、

石
堂
山
に
経
塚
が
作
ら
れ
、
鏡
を
埋
め
た

こ
と
も
納
得
で
き
る
わ
け
で
す
。

ち
な
み
に
、
こ
の
鏡
は
市
指
定
文
化
財

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
増
山
）

▼
文
化
振
興
課

☎
23
局
３
６
３
５　

22
局
３
８
１
１

※
１

※
２

※
１ 

一
間
は
約
１
．８
ｍ

※
２ 

広
報
た
は
ら
３
月
号
「
た
は
ら
歴
史

　

探
訪
ク
ラ
ブ
」
其
の
84
参
照
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Citizen's
Plaza

広報たはら

Ｑ＆Ａ
コーナー

８
月
か
ら
「
広
報
た
は
ら
」
が
月
に
２

回
発
行
さ
れ
る
と
聞
い
た
の
で
す
が
、

た
は
ら
歴
史
探
訪
の
コ
ー
ナ
ー
は
な
く

な
る
の
で
す
か
？

「
た
は
ら
歴
史
探
訪
ク
ラ
ブ
」
は
人

気
の
あ
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
８
月

以
降
も
継
続
し
て
掲
載
し
て
い
き

ま
す
。
８
月
か
ら
は
、
15
日
号
に

掲
載
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。

「
省
資
源
と
リ
サ
イ
ク
ル
け
い
じ
ば

ん
」
が
参
考
に
な
り
ま
す
。
分
別
の

大
切
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

「
交
流
通
信
」
を
読
ん
で
、
津
具
高
原

ペ
ン
シ
ョ
ン
「
グ
リ
ー
ン
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
に
行
っ
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。

　
「
広
報
た
は
ら
」
は
、
８
月
か
ら
１
日

号
と
15
日
号
の
２
回
発
行
に
な
り
ま
す
。

今
ま
で
の
連
載
コ
ー
ナ
ー
は
、
１
日
号

と
15
日
号
に
分
け
て
掲
載
し
ま
す
。　

　

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し

ん
で
も
ら
え
る
広
報
紙
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意

見
、
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

広
報
た
は
ら
に
は
、「
広
報
た
は

ら
ク
イ
ズ
」
の
答
え
と
一
緒
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
、
ご
質
問
な
ど
が

寄
せ
ら
れ
ま
す
。
今
回
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
い
く
つ
か
の
ご

意
見
と
ご
質
問
と
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

広
報
た
は
ら
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
を
、

わ
け
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

写
真
に
写
っ
て
い
る
本
人
で
あ
れ

ば
、
読
者
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
広
報
た
は

ら
に
ご
自
分
の
写
っ
て
い
る
写
真

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
を
見
つ
け

た
ら
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

７

木7月 31日

固定資産税・都市計画税
（第２期分）

後期高齢者医療保険料
（第１期分）

納
期
限

の

　

１
か
ら
４
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
〜
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

７
月
27
日（
日
）に
、
あ
つ
ま
れ
！
○

○
○
○
サ
マ
ー
フ
ェ
ア
２
０
０
８
を
開

催
し
ま
す
。
楽
し
く
っ
て
た
め
に
な
る

親
子
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

２　

今
月
の
表
紙
の
テ
ー
マ
は
、「
風
は

海
か
ら　

夏
色
を
○
○
○
に
！
」
で
す
。

皆
さ
ん
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の〝
夏
〞を
楽
し

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

３　

特
集
「
○
○
○
○
は
、今
・・・
」
で
は
、

教
育
活
動
を
支
え
る
人
々
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

４　

７
月
29
日（
火
）か
ら
８
月
３
日（
日
）

ま
で
サ
ー
フ
ィ
ン
○
○
○
○
○
○
○

２
０
０
８
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど

を
記
入
し
て
「
広
報
た
は
ら
」
へ
お
送
り

く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10

名
の
方
に
「
図
書
カ
ー
ド
」
を
差
し
上
げ

ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
７
月
22
日
（
火
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
６
月
号
の
答
え
】
せ
い
り
ゅ
う 

（
応
募
総
数
36
通
中
、正
解
35
通
、当
選
者

の
方
の
み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

1

2

3

4

Q．１Ａ．１

Q．2Ａ．２コメント

│ 31 │　　　　　　　　　　平成20年7月1日



本誌は再生紙を使用しています。

N
o.622 平

成
20
年
７
月
号

●
編
集
・
発
行
／
田
原
市
役
所
総
務
部
広
報
秘
書
課

●
電
話
／
0531 -22 -1111（

代
表
）

●
E
メ
ー
ル
／
koho@

city.tahara.aichi.jp

６６，７７８人　総人口

３３，８５４人　男性

３２，９２４人　女性

２１，４１０世帯世帯数

５０人出生 ５０人死亡

１８４人転入 １２３人転出

＋６１人増減 ※増減は５月中です

（平成19年10月１日現在・国土地理院調べ）

■人口と世帯数

■行政面積
１８８.８１km2

（平成20年６月１日現在）

▼
あ
な
た
は「
夏

色
」と
聞
い
て
、ど

ん
な
色
を
思
い
浮

か
べ
ま
す
か
？
海

や
空
の
青
色
、入

道
雲
の
白
色
、ひ
ま
わ
り
の
黄
色
、焼

け
た
肌
の
小
麦
色
な
ど
が
メ
ジ
ャ
ー

な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。ち
な
み
に

私
が
思
い
浮
か
べ
る
の
は
、打
ち
水

に
光
る
小
さ
な
虹
色
。涼
を
運
ぶ
風

に
、ま
る
で
色
が
つ
い
て
い
る
よ
う

な
錯
覚
に
お
ち
い
り
ま
す
。／
写
真

は
太
平
洋
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
。南
向
き

の
海
岸
で
夏
の
風
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
な
ん
て
、実
は
、ぜ
い
た
く
な

こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。（
Ｍ
）

▼
四
季
の
あ
る
日
本
。と
り
わ
け
田

原
市
は
、そ
の
季
節
ご
と
の
特
徴
を

ま
ん
べ
ん
な
く
味
わ
え
る〝
良
い
〞

と
こ
ろ
。「
自
分
に
と
っ
て
の
季
節
ご

と
の
色
っ
て
、何
色
だ
ろ
う
？
」っ
て

考
え
始
め
た
ら
、あ
ら
た
め
て
田
原

の〝
良
さ
〞に
気
が
つ
き
ま
し
た
。普

段
は
た
だ
わ
ず
ら
わ
し
い
夏
の
暑
さ

も
、そ
う
考
え
る
と
あ
り
が
た
く
感

じ
ら
れ
て
き
ま
す
。（
Ｋ
）

田
た

原
はら

祭
まつ

り 
［田原町］

トライアスロン伊
い

良
ら

湖
ご

大
たい

会
かい

 
［伊良湖岬周辺］
　全国に数あるトライアスロン大会
の中でも高い人気を誇る「トライアス
ロン伊良湖大会」。福江高校の生徒
をはじめとした多くのボランティアの
声援や伊良湖岬の景勝地を巡るコー
ス設定が、選手たちの人気を集めています。毎年９月初旬に開
催されているこの大会。今年も９月７日（日）、約９５０名の鉄
人たちと１０００名を超すボランティアが、伊良湖岬を沸かせて
くれることでしょう。

　からくり人形を載せた山
だ

車
し

で広
く知られている伝統の「田原祭り」
は、毎年９月中旬に開催されてい
ます。市の有形民俗文化財に指定
されている萱町、新町、本町の豪華な「からくり山車」、子ど
もが手おどりを舞う「夜

よ

山
や

車
ま

」、クライマックスの打ち上げ・
手筒・仕掛花火はもちろん、息の合ったお囃

はや

子
し

やまちを練り
歩く神

み

輿
こし

など、見どころ・聴きどころは数知れず。今年は９月
１３日（土）・１４日（日）に行われます。
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● 日出園地

● 伊良湖クリスタルポルト

スタート・ゴール地点

●伊良湖岬灯台 

※「わたしが選ぶ渥美半島キラリ１００選」は、来月号から随時掲載させていただきます。


